
輪

脱ト
ル
コ
の

E
U
加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に

は
じ
め
に

ト
ル
コ
は
一
九
九
九
年
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
欧
州
理
事
会
で

E
U加
盟
候

補
国
の
地
位
を
確
立
し
て
か
ら
、
コ
ペ
ン
ハ
!
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

に
基
づ
い
た
改
革
を
本
格
的
に
進
め
て
き
た
。

特
に
公
正
発
展
党

(
A
K
P
)
政
権
に
な
っ
て
か
ら
は
、

B
U加
盟

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
国
家
目
標
と
な
り
、
国
内
全
体
が
こ
の
改
革
を

進
め
る
方
向
で
一
致
し
て
い
る
。
前
政
権
は
民
主
左
派
党

(
D
S
P
一

社
会
民
主
主
義
)
、
祖
国
党

(
A
N
A
P
い
穏
健
保
守
)
、
民
族
主
義
者

行
動
党

(
M
H
P
一
民
族
主
義
系
保
守
)
の
連
立
で
あ
っ
た
た
め
、
各

政
党
の
利
益
が
合
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
改
革
の
速
度
は
遅
か
っ
た
。

ニ
O
O
二
年
の
総
選
挙
の
結
果
、

A
K
Pと
共
和
人
民
党

(
C
E
P
)

の
二
党
が
国
会
入
り
し
、

A
K
P
が
単
独
与
党
と
な
っ
た
た
め
、
改
革

の
速
度
は
急
激
に
加
速
さ
れ
た
。
二

O
O
二
年
一
二
月
の
コ
ペ
ン
ハ

l

ゲ
ン
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、
一
一

O
O
邸
年
一
一
一
月
ま
で
に
ト
ル
コ
が

平

井

由
貴
子

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
政
治
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満
た
し
た
と
判
断
さ
れ
た
場

合、

E
U加
盟
に
む
け
た
交
渉
を
遅
滞
な
く
開
始
す
る
と
い
う
約
束
が

な
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
目
標
に
速
度
を
上
げ
て
進
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
は
単
独
政
権
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、
野
党
で
あ
る

C
H
Pも
E
U加

盟
自
体
は
支
持
し
て
い
る
の
で
、
改
革
の
細
部
に
お
い
て
異
論
を
唱
え

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
枠
の
目
標
と
し
て
は
与
野
党
も
一
致
し
て
い

る。
閣
内
法
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
法
制
度
の
蘭
で
は
徐
々
に

自
由
化
・
民
主
化
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
軍
部
の
影
響

を
政
治
か
ら
排
除
す
る
一
連
の
改
革
は
、

A
K
P政
権
以
降
急
速
に
進

め
ら
れ
た
。
箪
部
も
E
U側
の
加
盟
条
件
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
政
治
事
項
に
関
し
て
発
奮
を
行
う
こ
と
を
自
粛
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ト
ル
コ
は
一
九
六

O
年
、
七
一
年
、
八

O
年
と
箪
事

ク
ー
デ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
る
が
、
現
在
の
社
会
・
政
治
状
況
で
は
箪
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事
ク
ー
デ
タ
ー
は
起
こ
り
え
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
人
権

問
題
の
最
大
の
懸
念
で
あ
っ
た
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
扱
い
に
お
い
て

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ク
ル
ド

語
教
室
の
設
す
一
ゃ
、
ト
ル
コ
国
営
放
送
局

(
T
R
T
)
で
の
ク
ル
ド
語

放
送
の
実
施
は
、
ク
ル
ド
系
人
権
団
体
か
ら
も
あ
る
程
度
の
評
価
を
得

て
い
る
。

他
方
、

E
U
に
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
形
で
進
め
る
民
主
化
の
動
き
は

閣
内
の
状
況
と
の
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
、
民
主
化
を
進
め
る
が
ゆ
え
に
非

民
主
的
な
政
策
を
と
る
と
い
う
、
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国

家
分
裂
を
企
て
た
と
い
う
罪
状
で
裁
判
中
で
あ
り
、
そ
の
た
め
勾
留
さ

れ
て
い
た
元
国
会
議
員
が
、
一
一

O
O
四
年
六
月
に
釈
放
さ
れ
た
こ
と
は
、

ト
ル
コ
の
国
内
機
関
が

E
じ
と
い
う
外
圧
に
腐
し
た
結
果
で
あ
る
と
捉

え
ら
れ
か
ね
な
い
。

本
論
で
は
、
ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
が
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ル
コ
が

い
か
に
し
て

E
U
の
指
摘
す
る
改
革
の
必
要
性
を
受
け
止
め
、
実
行
に

移
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
法
律
及
、
び
政
治
制
度
の
民
主

化
の
過
殺
で
、
司
法
府
も
変
化
し
て
い
く
様
子
を
、
改
革
の
中
心
部
分

の
…
つ
で
あ
る
ク
ル
ド
問
題
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
写
す
る
。

更
に
、

E
Uと
い
う
超
国
家
的
組
織
に
加
盟
を
希
望
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
加
盟
希
望
閣
の
利
益
と
そ
れ
に
基
づ
く
政
策
の
実
行
を
制
限
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

A
H
U
可

l

、

一
η
μ
J
J

一
E
U加
盟
の
た
め
の
課
題
と
国
内
法
の
改
正

川
コ
ペ
ン
ハ
|
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
、
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ

プ
文
書
、
進
捗
状
況
報
告
書

E
Uは
一
九
九
三
年
六
月
の
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
欧
州
理
事
会
で
、
新

規
加
盟
候
補
閣
と
な
る
た
め
に
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
を
設

定
し
た
。
こ
れ
が
コ
ベ
ン
ハ

i
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
新
規
加
隠
候
補
闘
に
課
さ
れ
る
条
件
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
イ
テ

リ
ア
は
政
治
、
経
済
及
び
統
合
目
的
の
支
持
の
一
一
一
分
野
か
ら
な
り
、
そ

の
中
の
政
治
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
は
更
に
、
民
主
主
義
、
法
治
国
家
、
人
権

擁
護
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
擁
護
の
四
分
野
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
四
分
野
は
具
体
的
に
は
、
多
党
制
の
民
主
主
義
の
存
在
、
法
の

支
配
の
尊
重
、
死
刑
が
存
在
す
る
場
合
は
そ
の
撤
廃
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

i

薬
別
及
び
女
性
差
別
の
撤
廃
、
欧
州
人
権
条
約
の
批
准
、
欧
州
子
供
の

権
利
条
約
の
批
准
を
意
味
す
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
条
件
が
法
紛
度
上
存

荘
す
る
だ
け
で
な
く
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新
規
加
盟
候
補
国
の
地
位
を
希
望
す
る
国
は
、
こ
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

を
基
準
に
閣
内
の
改
革
を
進
め
る
。
た
だ
、
よ
り
具
体
的
な
改
革
目
標

を
設
定
す
る
た
め
、
加
盟
を
希
望
す
る
閣
が
加
盟
候
補
国
の
地
位
を
獲

得
す
る
と
、

E
U
と
加
盟
候
補
図
の
間
で
「
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

文
書
」
が
締
結
さ
れ
る
ο

加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書
に
は
、
加
盟

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
改
革
が
項
目
ご
と
に
、
一
知
期
目
標
と
長
期



目
標
に
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
、
加
盟
候
補
国
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
改
革

を
進
め
る
。
そ
の
一
方
で
飲
州
委
員
会
は
一
年
に
一
度
「
進
捗
状
況
報

告
書
」
を
作
成
し
、
加
盟
候
補
間
の
改
革
で
、
ど
の
分
野
が
ど
の
程
度

達
成
さ
れ
て
、
ど
の
分
野
が
ど
の
程
度
更
な
る
改
革
が
必
婆
な
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
。
加
盟
候
補
国
は
そ
の
報
告
書
を
元
に
更
な
る
改
革
を

進
め
、

E
U側
に
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
政
治
タ
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満
た
し
た

と
判
断
さ
れ
る
と
、
加
盟
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。

ト
ル
コ
は
一
九
八
七
年
四
月
に

E
C加
盟
の
希
望
を
正
式
に
表
明
し

た
が
、
な
か
な
か
候
補
固
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
七
年
一

二
月
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
ト
ル
コ
よ
り
遅
れ
て

E
U加
盟
を
申
請
し
た
中
東
欧
の
九
ヶ
国
及
び
キ
プ
ロ
ス
が
加
盟
候
補

国
と
な
っ
た
た
め
、
ト
ル
コ
と

E
U
の
関
係
は
険
悪
と
な
っ
た
。
当
時

の
ユ
ル
マ
ズ
首
相
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
決
定
に
対
し
、
反
発
の
姿

勢
を
強
く
あ
ら
わ
し
、
今
後
の

E
Uと
の
関
係
を
凍
結
す
る
と
発
言
し

て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
向
理
事
会
は
初
め
て
ト
ル
コ
の
加
盟
に
向
け

て
の
戦
略
が
協
議
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
的
ア
ン
カ
ラ
協
定
に
規
定

さ
れ
る
ト
ル
コ
と
欧
州
の
関
係
の
発
展
促
進
、
伺
関
税
関
盟
の
強
化
、

例
財
政
協
力
の
導
入
、
同
ト
ル
コ
の
ア
キ
・
コ
ミ
ユ
ノ
テ
ー
ル

(
E
U

法
体
系
)
の
受
け
入
れ
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
法
改
正
、
附
E
Uが
行
っ

て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
専
門
家
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

随
時
参
加
す
る
こ
と
、
が
ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
戦
略
と
し
て

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
の
加
盟
は
他
の
欧
州
諸
国
の
加
盟
と
同

じ
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
用
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
約
束
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
六
月
の
カ

l
デ
イ
フ
欧
州
理
事
会
に
て
、
主
催
国
の
イ

ギ
リ
ス
は
、

E
Uと
ト
ル
コ
の
関
係
を
修
復
す
る
べ
く
努
力
し
た
が
、

ギ
リ
シ
ャ
の
反
発
に
あ
い
、
ト
ル
コ
が
求
め
る
加
盟
候
補
国
の
地
位
は

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ヵ

i
デ
イ
フ
欧
州
理
事
会
で
は
、
キ
プ

ロ
ス
を
含
む
一

0
ヶ
国
に
対
す
る
進
捗
状
況
報
告
書
と
同
様
の
報
告
書

を
ト
ル
コ
に
対
し
て
も
準
備
す
る
決
定
が
な
さ
れ
、
同
年
、
ト
ル
コ
に

と
っ
て
最
初
の
進
捗
状
況
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九

九
年
一
ニ
月
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
欧
州
理
事
会
に
で
、

E
U加
盟
候
補
国
の

地
位
を
獲
得
し
、
二

O
O
一
年
三
月
に
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書

を
締
結
し
た
。
こ
の
中
で
、
短
期
目
標
と
し
て
、
国
連
の
仲
介
に
従
っ

た
キ
プ
ロ
ス
問
題
の
解
決
、
表
現
・
結
社
の
自
由
の
保
障
、
拷
問
の
防

止
、
国
家
治
安
裁
判
所
を
含
む
司
法
を
公
正
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
、
死

刑
執
行
の
見
合
わ
せ
継
続
、
ト
ル
コ
語
以
外
の
一
言
語
の
放
送
実
施
、
南

東
部
の
社
会
状
況
の
改
善
が
含
ま
れ
、
長
期
目
標
と
し
て
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ

l
保
護
、
人
権
を
保
障
す
る
形
で
の
憲
法
改
正
、
死
刑
廃
止
、
刑

務
所
の
状
況
改
善
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
機
能
改
革
、
非
常
事
態
宜

一
言
の
解
除
(
後
述
)
、
全
て
の
国
民
に
対
す
る
文
化
的
権
利
の
保
障
が

記
載
さ
れ
た
。

二
O
O
一
年
三
月
、
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書
記
載
の
改
革
実

施
の
た
め
、
ト
ル
コ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
閣
議
決

定
し
た
。
改
革
の
実
施
に
は
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書
及
び
進
捗

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
四
九
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状
況
報
告
書
を
考
慮
し
、
進
め
て
い
く
こ
と
も
こ
の
中
に
記
載
さ
れ
た
c

一一

O
O一
一
一
年
五
月
に
は
、

A
K
P
に
よ
る
新
政
権
と

E
Uと
の
聞
に
、

新
規
に
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
舎
が
締
結
さ
れ
た
G

同
年
七
月
、

加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書
の
改
定
を
受
け
、
新
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
た
(
二

O
O
一
年
及
、
ひ
ニ

O
O一
一
一
年
に
発
表
さ

れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
〔
表
1
〕
を
参
照
)

0

山

憲

法

改

正

ト
ル
コ
は
現
従
の
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
一
九
八
二
年
以
降
、
全
部
で

九
回
の
憲
法
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
夜
接
民
主
化
を
臼
的

と
し
て
い
な
い
改
正
も
含
ま
れ
る
。
ト
ル
コ
憲
法
、
特
に
人
一
一
年
憲
法

は
通
常
憲
法
で
は
競
定
き
れ
な
い
よ
う
な
細
か
い
点
に
ま
で
規
定
し
て

い
る
の
で
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
た
び
た
び
慾
法
改
正
を
行
う
必
要

が
生
じ
る
。
ま
た
、
一
般
的
な
法
律
の
制
定
及
、
ひ
改
正
に
比
べ
れ
ば
改

正
が
難
し
い
と
い
う
点
で
硬
性
憲
法
で
は
あ
る
も
の
の
、
自
民
投
票
な

し
に
録
法
改
正
も
行
え
、
手
続
き
的
に
も
憲
法
改
正
を
頻
繁
に
行
う
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
ト
ル
コ
が
本
格
的
に

E
U加
盟
に
向
け
た
改
革
を

実
行
に
移
し
た
契
機
を
二

O
O
一
年
一
二
月
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
発
表
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
二

O
O
一
年
一

O
月
の
第
六

次
憲
法
改
正
と
、
一
一

O
O
四
年
五
月
の
第
九
次
憲
法
改
正
が
、

E
U加

盟
の
た
め
の
民
主
化
を
目
的
と
し
た
憲
法
改
正
と
い
え
る
。

第
六
次
憲
法
改
正
は
全
一
一
一
間
条
と
い
う
、
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

二
五

O

改
正
対
象
条
項
に
は
個
人
の
自
由
と
権
利
に
関
す
る
も
の
が
多
く
含
ま

れ
、
個
人
の
自
由
・
権
利
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
の
憲
法
で

は
偶
人
の
自
由
や
権
利
は
保
障
さ
れ
る
も
の
の
、
「
但
し
」
と
い
う
形

で
一
定
の
「
条
件
」
の
下
で
は
そ
れ
が
制
限
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
ま
た
、
「
条
件
」
を
付
さ
な
い
条
項
で
は
、
表
現
自
体
を

あ
い
ま
い
に
し
、
解
釈
を
広
範
囲
に
と
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人

の
自
由
及
び
権
利
を
判
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
第
六
次
憲

法
改
正
で
は
、
こ
う
い
っ
た
制
限
の
緩
和
や
条
文
の
解
釈
が
広
範
関
に

な
ら
な
い
た
め
の
確
定
化
が
行
わ
れ
た
。
兵
体
的
に
は
、
第
一
一
八
条
に

は
出
版
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
た
言
語
で

は
出
版
を
行
え
な
い
旨
制
限
が
存
在
し
た
。
こ
れ
を
第
六
次
改
正
に
よ

っ
て
削
除
し
た
。
ま
た
第
二
六
条
の
「
思
想
の
表
明
及
び
伝
達
の
自
由
」

項
で
は
、
思
棋
の
表
明
及
び
伝
達
に
お
い
て
、
「
犯
罪
防
止
、
犯
罪
者

に
対
す
る
刑
罰
の
執
行
、
関
家
機
密
の
保
持
、
他
人
の
名
誉
や
権
利
、

私
生
活
や
法
的
に
規
定
さ
れ
る
職
業
機
密
の
保
持
及
び
訴
訟
に
必
要
と

思
わ
れ
る
場
合
は
制
制
限
さ
れ
る
己
と
い
う
文
言
を
削
除
し
、
「
忠
惣
の

表
明
及
び
伝
達
の
自
・
闘
は
、
国
家
の
安
全
保
降
、
公
共
の
秩
序
及
び
安

全
、
共
和
国
の
基
本
的
性
質
、
国
家
の
国
土
と
民
族
の
不
可
分
性
を
保

持
す
る
目
的
で
制
限
さ
れ
う
る
。
」
と
い
う
丈
一
言
に
改
正
さ
れ
た
。
第

二
八
条
は
制
限
を
解
除
す
る
改
正
で
あ
り
、
第
二
六
条
は
表
現
の
具
体

化
の
改
正
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
九
次
憲
法
改
正
は
全
一

O
条
で
あ
る
c

こ
の
改
正
で
は
主
に
死
刑



の
廃
止
に
係
わ
る
変
更
や
、
出
版
の
権
利
の
保
障
(
表
現
の
自
由
)
、

人
権
に
関
す
る
図
際
法
の
関
内
法
へ
の
優
位
な
ど
が
含
ま
れ
た
。

そ
の
ゆ
で
重
要
な
改
正
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
岡
家
治
安
裁
判
所

(
U
白
〈
同
氏
。
雪
白
昼
r
y向
島
町

Mags)
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
、
会
計
検
脊

院

(rヨ
苦
も
が
関
箪
に
監
査
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
国
家
治
安
裁
判
所
は
、
悶
家
の
統
一
や
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
閤
家

原
則
に
反
す
る
罪
状
の
も
の
に
対
し
て
開
か
れ
る
裁
判
所
で
、
主
に
テ

ロ
行
為
や
テ
口
組
織
支
援
な
ど
を
裁
く
も
の
で
あ
る
(
憲
法
第
一
四
一
一
一

条
)
。
こ
の
裁
判
所
の
存
在
は
、
裁
判
所
の
裁
判
手
続
き
'
汁
体
が
公
正

で
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
進
捗
状
況
報
告
書
で
も
批
判
の
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
裁
判
所
の
廃
止
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ト
ル
コ
で
は
、
同
閣
議
が
共
和
国
建
践
の
恭
本
理
念
で
あ
る
ア

タ
テ
ユ
ル
ク
主
義
の
守
護
者
と
し
て
政
治
に
た
び
た
び
介
入
し
て
き
た
寸

現
在
ま
で
の
三
回
に
わ
た
る
箪
事
介
入
も
、
政
治
に
お
け
る
混
乱
を
収

拾
す
る
名
目
で
行
わ
れ
た
。
ト
ル
コ
国
軍
内
部
職
務
法
(
百
円
昨
き
ち
r

E〈
〈
拘
門
戸

2
k
m
g
u
m
H
穴
8
5口
一
一
九
六
一
年
施
行
)
第
一
一
一
五
条
は
、

ト
ル
コ
民
家
の
義
務
と
し
て
、
ト
ル
コ
国
土
及
び
憲
法
に
規
定
さ
れ
る

ト
ル
コ
共
和
国
を
守
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で

国
軍
の
守
護
の
対
象
が
単
に
ト
ル
コ
国
土
に
限
ら
れ
ず
、
「
憲
法
に
規

定
さ
れ
る
ト
ル
コ
共
和
国
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
軍
の
政
治

に
対
す
る
発
言
が
行
わ
れ
て
き
た
ο

憲
法
に
規
定
さ
れ
る
ト
ル
コ
共
和

閣
と
は
、
「
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
民
族
主
義
を
保
持
し
、
憲
法
前
文
に
規
定

さ
れ
る
基
本
理
念
に
懲
じ
る
、
民
主
的
、
世
俗
的
、
社
会
的
な
法
治
国

家
(
憲
法
第
二
条
)
」
で
あ
り
、
特
に
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
主
義
と
世
俗
主

義
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
事
項
に
関
し
て
国
軍
は
敏
感
に
反
応
す

る
G

政
治
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
国
軍
に
対
し
て
、
そ
の
権
力
を

制
限
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
の
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

特
別
な
地
佼
を
保
持
し
て
い
た
圏
第
に
対
す
る
監
査
を
行
う
よ
う
、

法
律
改
正
(
第
七
次

E
U加
盟
関
連
法
で
の
会
計
検
資
法
改
正
)
を
以

っ
て
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
憲
法
第
三
ハ

O
条
の
規
定
に
よ
り
、
実
際

に
は
監
賓
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
九
次
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
開

条
が
変
更
さ
れ
、
国
第
に
対
す
る
特
別
措
霞
が
な
く
な
り
、
会
計
検
査

院
に
よ
る
監
査
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
第
九
次
改
正
で
は
、
高

等
教
育
評
議
会

(
E
W
8
E称
E
B
関戸

M
E
E
K
O穴
)
へ
の
参
謀
本
部
か

ら
の
代
表
が
削
除
さ
れ
た
。

J5択
は
‘
九
八
二
年
憲
法
に
よ
り
大
学

等
の
高
等
教
育
機
関
を
管
理
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
こ
れ

も
国
軍
の
政
治
へ
の
影
響
力
削
減
に
向
け
た
改
革
の
一
つ
で
あ
る
。

川

Eυ
加
盟
関
連
法
友
び
そ
の
他
の
国
内
法
の
改
正

民
主
化
の
た
め
の
閣
内
法
改
正
は
、
憲
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
実
行
可
能
な
も
の
を
含
め
、
現
在
ま
で

E
U加
盟
関
連
法
が
第
九

次
ま
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
国
内
法
の
改
正
も
ま
た
、
加
盟
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
文
書
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
一

年
に
一
一
凶

E
U
側
が
公
表
す
る
進
捗
状
況
報
告
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
五



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
二

O
O
五
)

司
ム
制
。

最
初
の
関
連
法
は
二

O
O
二
和
十
二
月
に
国
会
で
審
議
・
可
決
さ
れ
、

刑
法
、
テ
ロ
対
策
法
、
国
家
治
安
裁
判
所
設
立
及
び
訴
訟
手
続
に
関
す

る
法
、
刑
事
訴
訟
手
続
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
立
て
続
け

に
関
連
法
は
可
決
さ
れ
、
二

O
O
二
年
は
第
一
次
の
後
、
第
二
次
会
一

月
一
法
律
番
号
凶
七
四
八
)
・
第
三
次
(
八
万
一
法
律
番
号
四
七
七
二
、

二
O
O
三
年
に
は
第
四
次
(
一
月
一
法
律
番
号
四
七
七
八
)
・
第
五
次

(
一
月
一
法
律
喬
ロ
ザ
四
七
九
三
)
・
第
六
次
(
七
月
一
法
律
番
号
四
九

二
人
)
・
第
じ
次
(
じ
月
一
法
律
番
号
四
九
六
一
一
一
)
、
二

0
0
四
年
に
第

八
次
(
一
一
一
月
一
法
律
番
号
五
一

O
一
)
・
第
九
次
(
七
月
一
法
律
番

号
五
一
二
人
)
が
可
決
さ
れ
、
立
法
化
し
た
。

間
違
法
以
外
に
も
、
大
き
な
国
内
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
と
し
て
民
法
及
び
刑
法
の
全
面
改
正
が
あ
る
。
民
法
の
全

面
改
正
は
二

O
O
二
年
一
一
月
に
、
刑
法
の
全
面
改
正
は
ニ

O
O
四
年

九
月
に
行
わ
れ
た
(
新
刑
法
の
施
行
は
二

O
O
五
年
四
月
一
日
と
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
同
法
一
部
改
正
に
よ
っ
て
六
月
一
日
に
延
期
さ

れ
た
)
。
両
方
と
も
旧
法
は
一
九
二
六
年
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、
約
八

O
年
を
経
て
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
進
勝
状
況
報
告
書
の
内
容

と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
立
法
化
さ
れ
た
ト
ル
コ
関
内
の

E
U加
盟
関
違

法
の
内
容
は
[
表
2
〕
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
c

〔表
2
〕
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
ト
ル
コ
の
閣
内
法
の
改
正
は
進
捗
状
況
報
告
書
の
指
摘

五

を
尊
重
一
し
、
ぞ
れ
に
沿
っ
た
形
で
実
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

D
S

p
e
A
N
A
P
-
M
H
P
の
逮
μ

仏
政
権
期
(
一
九
九
九
年
四
月
1
コ
0

0
二
年
一

O
月
)
の
改
正
は
「
可
能
な
範
囲
」
に
限
ら
れ
、
小
出
し
に

行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
死
刑
の
廃
止
に
関
し
て
も
、
最
初
か
ら
死
刑

を
撤
廃
す
る
の
で
は
な
く
、
「
テ
ロ
犯
罪
と
戦
時
を
除
く
」
と
い
う
条

件
付
廃
止
を
行
っ
た
。
連
立
政
権
期
は
ち
ょ
う
ど
ク
ル
ド
系
テ
ロ
組
織

P
K
K
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ
l
-
オ
ジ
ャ
ラ
ン
氏
が
逮

捕
さ
れ
、
裁
判
が
行
わ
れ
た
こ
ろ
で
あ
り
、
迷
立
政
権
の
中
に
は
ク
ル

ド
全
般
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
と
る
、
ト
ル
コ
民
族
主
義
政
党
で
あ

る
M
U
H
P
も
含
ま
れ
て
い
た
。

p
k
k
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
オ
ジ
ャ
ラ

ン
氏
を
死
刑
に
し
な
い
こ
と
は
M
H
P
に
と
っ
て
承
認
で
さ
る
こ
と
で

は
な
く
、
何
と
か
し
て
裁
判
に
お
け
る
死
刑
の
選
択
肢
を
残
す
た
め
に

で
ア
ロ
犯
罪
と
戦
時
を
除
く
」
と
い
う
条
件
付
廃
止
を
行
っ
た
。
政
権

は
そ
の
後
A
K
P
に
移
行
し
‘
条
件
な
し
の
死
刑
撤
廃
が
決
定
さ
れ
た
。

ニ
ク
ル
ド
系
国
会
議
員
の
逮
捕

川
ト
ル
コ
に
お
け
る
ク
ル
ド
系
政
党

ト
ル
コ
の
人
口
の
約
二
六
%
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
ク
ル
ド
系
ト
ル

コ
人
は
、
ト
ル
コ
憲
法
前
文
に
あ
る
と
お
り
、
ト
ル
コ
閣
内
の
全
て
の

国
民
が
ト
ル
コ
人
で
あ
る
と
い
う
建
前
上
、
ト
ル
コ
人
と
し
て
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
ク
ル
ド
系
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
権
利
や
自

-mが

制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
教
育
の
過
程
や
就
職
に
お
い
て
差
別
さ
れ



る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
政
治
活
動
で
も
制
限
は
な
く
、
様
々
な
政
党
に

ク
ル
ド
系
議
員
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
公

用
語
は
ト
ル
コ
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
同
規
定
に
よ
り
、
ト
ル
コ

語
以
外
の
言
語
で
の
公
的
な
場
で
の
発
言
は
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
て

い
た
。
具
体
的
に
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
の
ト
ル
コ
語
以
外
の
使
用
の

禁
止
や
、
ト
ル
コ
語
以
外
の
言
語
で
の
教
育
の
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
制
限
は
上
記
し
た

E
U加
盟
に
向
け
た
厨
内
法
の
改
革
の
中
で

徐
々
に
自
由
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
政
党
法
で
は
ト
ル
コ
語
以
外
で

の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
(
第
八
一
条
例
項
)
、
現

在
も
一
部
で
制
限
が
残
っ
て
お
り
、
ク
ル
ド
系
の
ク
ル
ド
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
表
明
を
妨
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
は
ク
ル
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
公
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
「
積
極

的
」
な
意
味
で
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
状
況
の

中
、
ク
ル
ド
系
の
利
益
を
代
表
す
る
、
合
法
的
な
政
党
の
設
立
が
試
み

ら
れ
て
き
た
。
最
初
に
設
立
さ
れ
た
ク
ル
ド
系
政
党
と
し
て
確
認
さ
れ

る
の
は
、
一
九
九

O
年
六
月
設
立
の
人
民
労
働
党

(
H
E
P
)
で
あ
る
。

H
E
P
の
綱
領
を
み
る
と
、
「
E
国
家
と
社
会
の
民
主
化
」
項
目
の
中

に
「
民
主
主
義
、
平
等
、
ク
ル
ド
問
題
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
ト
ル

コ
に
ク
ル
ド
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
、
こ
の
問
題
を
民
主
的
、
平
和
的

方
法
に
よ
っ
て
解
決
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

ク
ル
ド
問
題
を
自
・
聞
に
議
論
す
る
た
め
に
、
憲
法
、
刑
法
、
政
党
法
な

ど
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
針
。
綱
領
に
お
い
て

自
ら
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
が
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
状
況
改

善
を
設
立
の
目
的
と
す
れ
ば
、
そ
の
政
党
は
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
解

党
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

H
E
Pも
一
九
九
二
年
に
憲
法
裁
判
所
に
お

い
て
解
党
裁
判
が
開
か
れ
、
一
九
九
三
年
に
解
党
判
決
が
下
っ
た
。
解

党
判
決
の
理
由
に
も
、
綱
領
に
お
け
る
ク
ル
ド
問
題
の
解
決
を
記
載
し

て
い
る
こ
と
の
他
、
同
党
党
首
及
び
党
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
が
党
大
会

や
街
頭
演
説
な
ど
で
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
人
権
状
況
の
改
善
を
目
指

す
内
容
の
演
説
を
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ト
ル
コ
で
は
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
政
党
が
解
党
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
ム
ス
タ
ブ
ァ
・
コ
チ
ャ
ッ
ク
は
憲
法
裁
判
所
の
解
党
命
令
の
理
由

を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
川
民
主
的
国
家
体
制

の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
①
階
層
や
階
級
を
形
成
し
、
上
が
下
を
支
配

す
る
よ
う
な
体
制
の
成
立
を
目
的
と
す
る
政
党
、
②
国
家
主
権
を
侵
害

す
る
政
党
、
③
人
権
、
平
等
、
法
治
国
家
の
原
則
を
脅
か
す
政
党
、
伺

関
家
の
統
一
位
原
則
の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
①
国
家
の
統
一
性
を
脅

か
す
政
党
、
②
国
家
の
独
立
を
侵
害
す
る
政
党
、
③
少
数
民
族
の
利
益

に
な
る
活
動
を
行
う
政
党
、
川
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
主
義
と
世
俗
主
義
の
保

護
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
脅
か
す
政
党
、

M
H
違
法
行
為
を
推
進
す

る
政
党
、
同
違
法
行
為
を
行
う
政
党
、
付
そ
の
他
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
基
準
と
す
る
と
、
手
続
き
的
な
不
備
(
実
質
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

な
い
、
受
録
さ
れ
た
場
所
に
現
住
所
が
な
い
な
ど
)
以
外
の
理
由
に
よ

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
五
三
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り
て
解
党
さ
れ
る
政
党
は
主
に
共
産
主
義
・
社
会
主
義
政
党
、
ク
ル
ド

系
政
党
、
イ
ス
ラ
ム
系
政
党
と
な
る
。
以
上
の
政
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

綱
領
や
党
普
及
び
党
執
行
部
の
演
説
内
容
、
又
は
政
治
活
動
が
憲
法
も

し
く
は
政
党
法
に
違
反
す
る
と
し
て
解
党
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ク
ル
ド

系
政
党
は
ク
ル
ド
民
族
主
義
に
基
づ
い
て
国
家
の
統
一
性
を
損
な
、
つ
活

動
を
行
っ
た
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
系
政
党
は
世
俗
主
義
に
反
す
る
活
動

を
行
っ
た
と
し
て
解
党
さ
れ
る
。

ク
ル
ド
系
政
党
も
イ
ス
ラ
ム
系
政
党
も
、
解
党
裁
判
が
問
か
れ
る
と

ほ
ぼ
同
時
に
そ
の
継
泳
政
党
を
設
立
し
、
党
員
は
新
党
へ
移
籍
す
る
。

H
E
P
に
対
し
て
は
一
九
九
二
年
六
月
に
解
党
裁
判
が
関
か
れ
た
た
め
、

解
党
判
決
前
の
一
九
九
一
一
一
年
五
月
民
主
党

(
D
E
P
)
を
設
立
し
、

H

E
P所
属
閥
会
議
員
が

D
E
P
に
移
動
し
た
。
そ
の
後

D
E
P
に
対
し

て
も
解
党
裁
判
が
掬
か
れ
た
た
め
、
人
民
民
主
党

(
H
A
D
E
P
)
が

設
立
さ
れ
、
現
住
は
民
主
人
民
党

(
D
E
H
A
P
)
と
し
て
公
式
に
内

務
省
及
び
検
察
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ク
ル
ド
系
政
党
は
、
噂
独
で
、
も
し
く
は
抽
出
の
政
党
と
選

挙
協
力
を
行
っ
て
選
挙
に
参
加
す
る
。
選
挙
協
力
を
行
う
説
明
合
は
、
協

力
相
手
の
政
党
と
同
じ
選
挙
阪
で
候
補
者
を
調
整
す
る
と
い
う
方
法
は

選
挙
法
に
途
反
す
る
た
め
、
完
全
に
協
力
相
手
の
政
党
名
で
立
候
補
す

る
こ
と
に
な
る
。
ト
ル
コ
の
選
挙
制
度
に
は
、
問
問
政
選
挙
の
場
合
、
全

国
レ
ベ
ル
の
得
禁
率
が
一
O
%
を
越
え
な
い
と
国
会
に
一
人
も
議
員
を

送
れ
な
い
と
い
う
、
足
き
り
制
度
が
存
在
す
る
。
ク
ル
ド
系
政
党
は
現

ニ
五
四

在
の
と
こ
ろ
典
毅
的
な
地
域
政
党
で
あ
り
、
単
独
で
選
挙
に
参
加
し
た

場
合
、
特
定
の
地
域
で
は
凶
O
%
以
上
の
得
票
率
が
あ
っ
て
も
全
閣
レ

ベ
ル
で
は
一
O
%
を
超
え
な
い
た
め
、
こ
の
制
度
を
適
用
さ
れ
、
足
き

り
さ
れ
る
。
他
党
と
の
選
挙
協
力
に
は
、
足
き
り
さ
れ
ず
に
出
会
に
議

席
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
c

選
挙
協
力
を
行
う
場
合
は
ほ
と
ん
ど
社
会
民
主
人
民
党

(
S
H
P
)

と
の
協
力
で
あ
る
。

S
H
P
は
共
和
人
民
党
か
ら
分
離
し
て
設
立
さ
れ

た
中
道
左
派
系
の
政
党
で
あ
る
Q

ク
ル
ド
系
政
党
も
ま
た
、
ク
ル
ド
人

の
利
益
の
追
求
が
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
民
主
主
義
政
党
の

{
犯
~

一
つ
で
あ
る
た
め
、

S
H
P
と
の
協
力
が
成
り
立
つ
。

一
九
九
一
年
総
選
挙
に
お
い
て

R
E
P
は

S
H
Pと
選
挙
協
力
を
行

い、

S
H
P
と
し
て
候
補
者
を
立
て
た
。
こ
の
結
果
、

S
H
?
と
し
て

得
票
率
二

0
・
七
五
%
を
獲
得
し
、
八
八
の
議
席
を
得
た
。
こ
の
う
ち

H
E
P
は
二
二
議
席
を
占
め
て
い
る
。

加
ク
ル
ド
系
国
会
議
員
の
逮
捕
と
裁
判

一
九
九
一
年
一
一
月
、
総
選
挙
後
初
の
図
会
招
集
日
、

H
E
P
出
身

の
S
H
P所
属
議
員
は
国
会
に
ク
ル
ド
の
シ
ン
ボ
ル
色
(
ク
ル
ド
の
シ

ン
ボ
ル
色
は
同
時
に
ク
ル
ド
系
テ
口
組
織
と
さ
れ
る

p
k
k
の
シ
ン
ボ

ル
色
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
)
の
布
を
身
に
つ
け
出
席
し
た

O
R
E
P

出
身
議
員
の
う
ち
、
レ
イ
ラ
・
ザ
ナ
議
員
及
、
び
ハ
テ
イ
ツ
プ
・
ヂ
イ
ジ

ユ
レ
議
員
は
更
に
国
会
に
お
け
る
宣
誓
の
一
部
を
ク
ル
ド
語
で
行
っ
た
。



国
会
と
い
う
公
的
な
、
し
か
も
政
治
の
場
で
、
ク
ル
ド
語
を
使
用
し
た

こ
と
は
、
園
内
で
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
。
す
ぐ
さ
ま
国
家
治
安
裁
判

所
検
察
庁
は
ク
ル
ド
語
で
宣
誓
を
行
っ
た
二
議
員
に
対
す
る
捜
査
を
開

始
し
、
捜
査
の
開
始
後
、
逮
捕
及
び
公
訴
を
日
的
と
し
て
、
国
会
議
員

不
逮
捕
特
権
解
除
の
た
め
の
手
続
き
を
始
め
た
。

H
E
P出
身
議
員
の
行
動
は
、

S
H
P
が
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
独
自
に
判
断
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
エ
ル
ダ
ル
・

イ
ノ
ニ
ユ

S
H
P党
首
は
、

H
E
P出
身
議
員
に
対
し
、
離
党
を
求
め

た
。
一
方
H
E
P出
身
議
員
も

S
H
P
に
所
属
し
つ
つ
も
臨
時
党
大
会

を
開
く
な
ど
、
独
立
し
た
活
動
を
行
い
、
結
局
一
九
九
二
年
に
は

H
E

P
出
身
議
員
は

S
H
Pを
離
党
し
た
。

H
E
P
に
対
し
て
は
解
党
裁
判

が
憲
法
裁
判
所
で
関
か
れ
た
た
め
、
一
九
九
三
年
、

H
E
P出
身
議
員

は
民
主
党

(
D
E
P
)
を
設
立
し
、
ハ
テ
イ
ツ
プ
・
デ
イ
ジ
ユ
レ
議
員

が
党
骨
髄
と
な
っ
た
。

一
九
九
四
年
三
月
、
憲
法
裁
判
所
は
六
名
の

D
E
P国
会
議
員
に
対

し
国
会
議
員
が
所
有
す
る
不
逮
捕
特
権
を
解
除
し
た
。

D
E
P国
会
議

員
は
逮
捕
さ
れ
、
国
家
治
安
裁
判
所
に
お
い
て
刑
法
第
一
二
五
条
違
反

と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
国
家
治
安
裁
判
所
は
同
年
一
一
一
月
、
裁
判
の
結

果
、
刑
法
第
一
六
八
条
第
二
項
(
国
家
の
分
裂
を
目
的
に
活
動
を
行
う

組
織
に
廃
す
る
者
に
対
す
る
刑
罰
)
を
適
用
し
、
一
五
年
の
懲
役
刑
を

下
し
た
。
一
九
九
六
年
、
懲
役
一
五
年
の
判
決
を
受
け
た
元
国
会
議
員
ら
は
、

欧
州
人
権
条
約
第
六
条
(
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
)
、
第
一

O
条

(
言
論
の
自
由
)
、
第
二
条
(
結
社
設
立
及
び
活
動
の
自
由
)
、
第
一

四
条
(
差
別
の
禁
止
)
違
反
で
あ
る
と
し
て
欧
州
人
権
裁
判
所
に
提
訴

〈幻ザ

し
た
。
同
裁
判
所
は
二

O
O
一
年
、
国
家
治
安
裁
判
所
が
元
国
会
議
員

ら
に
対
し
て
公
正
な
裁
判
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
、
第
六
条
違
反
と
し

た。
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
以
降
、
ト
ル
コ
政
府
は
判
決
に
対
し
て
な

ん
ら
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
二

O
O三
年
一
月
に
施
行
し
た
第
五

次

E
U加
盟
関
連
法
に
お
い
て
刑
事
訴
訟
手
続
法
を
改
正
し
、
欧
州
人

権
裁
判
所
の
判
決
で
再
審
が
求
め
ら
れ
た
場
合
、
一
年
以
内
に
再
審
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
の
た
め
二

O
O
三
年
三
月
、
一
苅
国

会
議
員
ら
の
弁
護
団
は
国
家
治
安
裁
判
所
に
再
審
を
申
請
し
た
。

再
審
は
二

O
O
四
年
四
月
に
最
初
の
図
家
治
安
裁
判
所
の
判
決
と
同

様
の
禁
闘
一
五
年
の
判
決
を
下
し
た
。
弁
護
団
は
複
ち
に
民
事
・
刑
事

最
高
裁
判
所
に
上
訴
し
、
同
時
に
元
国
会
議
員
ら
の
釈
放
を
求
め
た
。

弁
護
団
は
そ
れ
ま
で
も
公
判
の
た
ぴ
に
裁
判
所
に
対
し
て
釈
放
を
申
請

し
、
国
家
治
安
裁
判
所
は
こ
れ
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
が
、
つ
い
に
ニ

0
0
周
年
六
月
、
民
事
・
刑
事
最
高
裁
判
所
は
元
国
会
議
員
ら
の
釈
放

を
決
定
し
た
。

元
国
会
議
員
ら
の
釈
放
後
の
同
年
七
月
、
民
事
・
刑
事
最
高
裁
判
所

は
、
国
家
治
安
裁
判
所
の
裁
判
に
は
手
続
き
上
の
不
備
が
あ
る
と
し
て

原
判
決
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。
こ
の
閥
、
第
九
次
憲
法
改
正
が
行
わ

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
五
五
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れ
、
国
家
治
安
裁
判
所
は
廃
止
さ
れ
た
。
同
裁
判
所
廃
止
に
伴
い
、
広

域
管
轄
重
別
裁
判
所
が
設
霞
さ
れ
、
一
万
国
会
議
員
ら
の
裁
判
は
こ
の
広

域
管
轄
骨
量
刑
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同

E
U
か
ら
の
圧
力

E
Uは
ト
ル
コ
に
対
し
、
コ
ペ
ン
ハ

i
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
の
達

成
を
求
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
形
で
ト
ル
コ
の
人
権
状
況
を
批
判
し
、

そ
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

特
に

E
U
に
と
っ
て
ト
ル
コ
国
内
の
ク
ル
ド
問
題
は
も
っ
と
も
指
摘

し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
と
し
て
は
国
内
の
ク
ル
ド
系
ト
ル

コ
人
の
存
在
は
、
建
国
以
来
国
家
分
裂
の
瀞
在
的
脅
威
と
認
識
さ
れ
て

お
り
、
ク
ル
ド
系
人
口
の
存
在
を
認
め
な
い
政
策
を
採
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
の
人
権
保
護
と
い
う
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
・
ク

ラ
イ
テ
リ
ア
の
条
件
に
抵
触
す
る
と

E
U
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
毎

年
の
進
捗
状
況
報
告
書
の
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
の
権
利
及
び
保
護
」
と

い
う
項
目
で
ク
ル
ド
人
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
旨
指
摘
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
ク
ル
ド
語
の
教
育
や
放
送
が
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら

「
経
済
・
社
会
・
文
化
的
権
利
」
の
項
目
で
も
改
革
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
も
元
国
会
議
員
の
逮
捕
と
そ
の
後
の
裁
判
の
経
緯
に
関
し

て
は
、
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
人
権
侵
害
の
象
徴
と
し
て
欧
州
の
注
目
を

集
め
た
。
公
判
が
行
わ
れ
る
と
、
欧
州
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
欧
州
各

二
五
六

国
の
外
交
官
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
注
目
し
、
状
況
を
逐
一
本
国
へ
報

告
し
た
。
ま
た
、
裁
判
の
傍
聴
後
、
新
聞
記
者
等
の
質
問
に
答
え
る
形

で
、
ト
ル
コ
の
裁
判
が
い
か
に
公
平
性
を
欠
く
も
の
か
、
特
に
元
国
会

議
員
ら
を
勾
留
し
続
け
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
を
公
判
ご
と
に
継
続
し

て
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ロ
ス
・
ド
イ
ツ
連
邦
議
会

議
員
(
九

0
年
同
盟
/
総
の
党
所
属
)
ド
イ
ツ
・
ト
ル
コ
友
好
議
員
連

盟
会
長
は
、
本
人
が
女
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
レ
イ
ラ
・
ザ
ナ
元
議

員
の
「
親
友
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
な
が
ら
、
勾
穏
先
の
刑
務
所

に
赴
い
て
面
会
を
求
め
、
か
な
わ
な
い
と
な
る
と
花
束
を
残
す
と
い
っ

(
掛
)

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。

一
九
九
五
年
に
は
レ
イ
ラ
・
ザ
ナ
元
議
員
に
対
し
て
欧
州
議
会
が
、

人
機
活
動
家
を
表
彰
す
る
サ
ハ
ロ
フ
賞
を
付
与
し
た
。
欧
州
議
会
は
、

受
賞
に
伴
い
、
当
時
勾
留
中
で
あ
っ
た
ザ
ナ
元
議
員
を
、
そ
の
授
賞
式

に
出
席
す
る
た
め
、
釈
放
す
る
よ
う
に
ト
ル
コ
政
府
に
求
め
て
い
る
n

さ
ら
に
一
九
九
七
年
に
同
議
会
は
、
ザ
ナ
元
議
員
の
即
時
釈
放
を
ト
ル

コ
政
府
に
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
こ
の
中
に
は
ザ
ナ
元
議
員
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
政
治
犯
の
釈
放
要
求
も
含
ま
れ
て
い
た
。

ト
ル
コ
国
内
の
ク
ル
ド
系
人
権
団
体
も

E
U
の
ト
ル
コ
政
府
へ
の
圧

力
を
利
用
し
て
人
権
状
況
の
改
善
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
直
接

ト
ル
コ
政
府
に
働
き
か
け
て
も
改
革
が
進
ま
な
い
こ
と
を
人
権
団
体
側

は
認
識
し
て
お
り
、
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
状
況
を

E
U
に
報
告
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

E
Uが
改
善
の
要
求
を
ト
ル
コ
政
府
に
出
し
、
そ
れ



に
基
づ
い
て
ト
ル
コ
政
府
が
国
内
状
況
を
改
善
す
る
と
い
う
構
図
が
成

立
し
服
。

ク
ル
ド
系
人
権
団
体
で
あ
る
人
権
協
会
(
吉
田
自
民
係
官
時
O
m
g
m私
)

は
、
人
権
状
況
報
告
書
を
三
ヶ
月
に
一
回
の
頻
度
で
作
成
し
て
い
る
。

こ
れ
は
人
権
協
会
各
支
部
に
報
告
さ
れ
た
人
権
侵
害
の
ケ
1
ス
を
整
理

し
、
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
飲
州
委
員
会
の
求
め
に

よ
り
提
出
さ
れ
る
。

人
権
協
会
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
ク
ル
ド
系
政
党
と
欧
州
議
会
政

党
の
関
係
も
存
在
す
る
。
人
権
協
会
と
ク
ル
ド
系
政
党
は
緊
密
な
協
力

{加)

関
係
に
あ
り
、
両
者
の
間
の
人
事
異
動
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ク

ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
人
権
の
保
護
と
い
う
点
で
人
権
協
会
と
同
じ
目
的

を
持
つ
ク
ル
ド
系
政
党
も
ま
た
、
政
党
と
い
う
枠
組
み
で
、
欧
州
議
会

の
政
党
、
特
に
欧
州
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
や
緑
の
党
グ
ル
ー
プ
な
ど
と

交
流
を
持
っ
て
い
る
。
ク
ル
ド
系
政
党
党
員
が
欧
州
を
訪
問
し
た
り
、

欧
州
議
会
議
員
が
ト
ル
コ
を
訪
問
し
た
り
す
る
際
は
、
交
流
の
機
会
を

持
ち
、
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
欧
州

議
会
議
員
が
ト
ル
コ
を
訪
問
す
る
際
は
、
ト
ル
コ
南
東
部
の
い
わ
ゆ
る

ク
ル
ド
入
居
住
地
域
に
も
訪
問
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
社
会
・
経

済
面
を
含
め
た
南
東
部
の
状
況
改
善
が
毎
年
の
進
捗
状
況
報
告
書
に
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
欧
州
が
注
目
す
る
点
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
南
東

部
の
中
心
都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
「
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
」
(
ク
ル
ド
人

自
ら
が
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
に
亘
る
ク
ル
ド
入
居
住
地
域
を
一

つ
の
領
土
と
見
立
て
た
と
き
の
領
土
名
)
の
「
首
都
」
と
も
言
わ
れ
る

デ
イ
ヤ
ル
パ
ク
ル
市
の
オ
ス
マ
ン
・
パ
イ
デ
ミ
ル
市
長
は
ク
ル
ド
系
政

{mv 

党
出
身
な
の
で
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
も
欧
州
議
会
議
員
は
ク
ル
ド
系

政
党
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

三
司
法
府
の
変
化

川
ザ
ナ
元
議
員
釈
放
の
法
的
根
拠

勾
留
中
で
あ
っ
た
ザ
ナ
元
議
員
他
元
民
主
党
国
会
議
員
三
名
は
二

O

O
四
年
六
月
、
民
事
・
刑
事
最
高
裁
判
所
有
同
一
個
宮
司
)
の
決
定
に
よ

り
釈
放
さ
れ
た
。
一
方
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
裁
判
は
結
審
し
て
お
ら
ず
、

同
裁
判
所
に
上
訴
中
で
あ
っ
た
。

ザ
ナ
元
議
員
の
釈
放
の
理
由
は
、
裁
判
所
の
説
明
書
に
よ
れ
ば
、
国

家
治
安
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
一
五
年
の
刑
期
の
執
行
と
し
て
す
で
に

十
分
な
禁
固
が
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
れ
以
上
の
禁
固
は
必
要
な
い
と
い

ハ掴》

う
判
断
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
国

家
治
安
裁
判
所
が
下
し
た
禁
固
一
五
年
の
刑
期
の
執
行
と
し
て
ザ
ナ
元

議
員
ら
を
拘
束
し
た
と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
も
っ
と
早
い
段
階
で
釈
放
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ザ
ナ
元
議
員
ら
は
釈
放
さ
れ
た
二

O
O
四
年
六
月
ま

で
に
約
二
二
年
間
拘
束
さ
れ
た
。
当
時
の
刑
罰
執
行
法

(
Q邑
豊
田
宮
E

皆
同
凶
器
同
昌
弘
二
回
目
ロ
ロ
ロ
)
第
一
九
条
に
は
条
件
付
釈
放
(
仮
釈
放
)

の
可
能
性
が
生
じ
る
目
安
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
禁

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
五
七



筑
波
法
政
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O
O
五
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間
別
に
あ
る
者
が
刑
期
の
二
分
の
一
を
終
了
し
、
素
行
が
よ
け
れ
ば
仮

釈
放
さ
れ
る
と
あ
る
。
ザ
ナ
元
議
員
ら
は
一
五
年
の
禁
問
刑
が
下
さ
れ

て
い
た
た
め
、
七
年
六
ヶ
月
刑
務
所
に
滞
在
し
た
時
点
で
釈
放
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
拘
束
が
、
国
家
治
安
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
ザ
ナ
元
議
員
は
二

O
O
五
年
一
一
一
月
に
刑
期
を
満
了
し
、

釈
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
ザ
ナ
一
冗
議
員
ら
の
ケ
1
ス
に
は
、
拘
束
中
に
閣
内
法
(
刑
事

訴
訟
手
続
法
)
の
改
正
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所

の
判
決
に
従
っ
た
国
内
で
の
再
審
の
請
求
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
。
結
巣
と
し
て
禁
問
刑
執
行
中
に
再
審
を
始
め
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
現
在
刑
は
確
定
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
仮
に

ザ
ナ
元
議
員
ら
が
裁
判
中
の
被
告
人
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の

ケ
1
ス
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
裁
判
中
の
被
告
人
は

以
下
の
理
由
に
よ
っ
て
勾
留
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
附
逃
亡

の
虞
が
あ
る
、

H
H
罪
証
を
隠
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
川
定
ま
っ
た
住

居
を
有
し
な
い
、
同
被
告
人
自
身
保
護
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、

で
あ
る
。
勾
留
の
請
求
は
検
察
官
に
よ
り
行
わ
れ
、
裁
判
官
が
決
定
す

る。
勾
留
は
無
期
限
で
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
は
一
年
六
ヶ
月
で

結
審
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
長
く
て
も
二
年
以

内
に
結
審
し
な
い
場
合
、
被
告
人
は
釈
放
さ
れ
る
。
た
だ
証
拠
収
集
等

が
困
難
で
、
裁
判
が
長
引
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
罪
状
の
刑
期

五
八，

が
七
年
以
上
で
あ
れ
ば
、
被
告
人
の
過
去
の
一
言
動
、
職
業
、
社
会
的
地

位
、
倫
理
観
、
釈
放
後
更
に
罪
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
と
い
っ

た
判
断
基
準
を
用
い
て
、
勾
留
継
続
、
釈
放
、
保
釈
金
を
支
払
っ
て
の

釈
放
の
三
つ
か
ら
対
応
が
検
討
さ
れ
る
。

ザ
ナ
元
議
員
ら
は
国
会
議
員
で
あ
り
、
そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
社

会
的
地
位
と
い
う
観
点
か
ら
は
勾
留
さ
れ
る
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
裁
判
所
は
ザ
ナ
元
議
員
ら
を
国
会
議
員
で
は
な
く
、
国
家
分
裂
を
企

て
る
組
織
的
犯
罪
者
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ザ
ナ
元
議

員
ら
の
拘
束
を
勾
留
と
し
て
考
え
る
と
、
勾
留
継
続
が
選
択
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
ニ

O
O
四
年
六
月
に
、
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
釈
放
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ル
コ
社
会
の
現
状
を
鑑
み
る
と
、
一
九
九

0
年
代
に
比
べ
、
社
会
が
落
ち
着
い
た
と
い
え
る
。
ト
ル
コ
全
土
で
発

生
し
た
テ
ロ
事
件
の
統
計
を
見
る
と
、
も
っ
と
も
事
件
の
多
か
っ
た
…

九
九
三
年
(
六
九
五
六
件
)
に
比
べ
、
二

O
O
三
年
に
は
三
分
の
A

以

下
(
二

O
O
八
件
)
に
減
少
し
た
。

ま
た
、
ト
ル
コ
南
東
部
の
治
安
も
改
善
さ
れ
、
二

O
O
二
年
に
は
岡

地
域
に
宣
布
さ
れ
て
い
た
非
常
事
態
宣
言

5
U官
=esz包
宮
口
同
)

が
完
全
に
解
除
さ
れ
た
。
非
常
事
態
宣
言
は
、
治
安
状
況
が
悪
化
し
た

場
合
に
憲
法
第
一
二

O
条
に
従
い
、
大
統
領
を
議
長
と
し
て
招
集
さ
れ

た
内
閣
に
よ
り
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
意
見
を
考
慮
し
て
宣
言
さ
れ

る
。
内
隠
が
非
常
事
態
宣
言
を
決
定
後
、
国
会
の
承
認
を
受
け
る
。
南
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東
部
に
宣
布
さ
れ
て
い
た
非
常
事
態
宣
言
は
、
そ
れ
ま
で
布
か
れ
て
い

た
戒
厳
令

(Zq苦
由
民
認
可
}
の
解
除
後
、
一
九
八
七
年
七
月
に
非
常

事
態
宣
言
に
移
行
さ
れ
た
も
の
で
、
も
っ
と
も
広
範
聞
に
わ
た
っ
た
時

期
で
合
計
一

O
県
(
ビ
ン
、
キ
ヨ
ル
、
デ
イ
ヤ
ル
パ
ク
ル
、
エ
ラ
ズ

l
、

ハ
ツ
キ
ャ

i
リ
、
マ
ル
デ
イ
ン
、
シ
イ
ル
ト
、
ト
ゥ
ン
ジ
ェ
リ
、
ヴ
ア

ン
、
パ
ト
マ
ン
、
シ
ユ
ル
ナ
ッ
ク
、
ビ
ト
リ
ス
)
で
、
一
五
年
間
継
続

す
る
形
で
更
新
さ
れ
て
い
た
。
九
七
年
一

O
丹
、
国
会
の
決
議
に
よ
っ

て
バ
ト
マ
ン
、
ピ
ン
ギ
ヨ
ル
、
ビ
ト
リ
ス
の
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
の
を
は
じ
め
に
、
徐
々
に
他
県
も
解
除
さ
れ
、
二

O
O
二
年
に
全

て
の
県
が
解
除
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ
の
社
会
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
ク
ル
ド
問

題
が
落
ち
着
い
た
た
め
、
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
釈
放
が
可
能
に
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で

E
U加
盟
に
向
け
た
国
内
改
革
も
着
実

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ク
ル
ド
問
題
自
体
を
話
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
裁
判
官
と
検
察
官
が
釈
放
の
決
定
を
下
し

た
直
接
の
原
因
は
、
こ
の
時
期
が

E
U加
盟
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要

で
あ
る
と
ト
ル
コ
政
府
だ
け
で
な
く
、
司
法
が
認
識
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
ニ

O
O
二
年
一
二
月
の
コ
ベ
ン
ハ
!
ゲ
ン
欧
州
理
事
会

で
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
二

O
O
四
年
一
一
一
月
の
欧
州
理
事
会
に
て
ト
ル

コ
が
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
政
治
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満
た
し
た
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、

E
U加
盟
に
む
け
た
交
渉
を
遅
滞
な
く
開
始
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
二

O
O
四
年
は
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
交
渉
開
始
の

6000 

'曲。

o L.ーームムムー一一一一一 1 、、 1 一一一-品一二島一一一一一一一ω4一件匂ムーム
1984 19踊 1986 叩肝 1988 1989 1990 1991 1992 19叫団側同臨時陣内97 1998 1999 Z冊。甜町田02 20同

室事

1000 

6000 

5回。

体調険拍加

a曲。

2冊。

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

二
五
九
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条
件
は
政
治
的
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
・
を
満
た
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
こ
の
判
断
の
材
料
と
な
る
も
の
が
一

O
月
に
発
表
さ
れ
た
進
捗

状
況
報
告
書
で
あ
る
。
報
告
替
の
政
治
分
野
評
価
の
最
終
項
に
「
総
合

評
価
)
項
が
あ
り
、
ト
ル
コ
は
過
去
、
改
革
を
-
評
価
さ
れ
つ
つ
も
ク
ラ

イ
テ
リ
ア
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
た
め
、
一
二

月
の
欧
州
理
事
会
の
前
に
提
出
さ
れ
る
最
後
の
報
告
番
で
は
ク
ラ
イ
一
ア

リ
ア
を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ザ
ナ
元
議
員
ら
の
釈
放
の
日
が
偶
然
に
も
ト
ル
コ
史
上
初
の
ト
ル
コ

同
営
放
送
局

(
T
R
T
)
で
の
ク
ル
ド
語
放
送
が
行
わ
れ
た
目
だ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て

E
じ
に
は
ト
ル
コ
が
ク
ル
ド
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力

を
し
、
行
動
に
移
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

同
民
主
化
の
努
力
と
司
法
へ
の
政
治
の
影
響
浸
び
国
家
の
政
策
決

定
権
の
侵
食

ト
ル
コ
は
長
い
間
E
U加
盟
に
向
け
て
国
内
法
の
改
正
を
、
憲
法
改

正
と

E
U加
盟
関
連
法
の
成
立
と
い
う
形
で
進
め
て
き
た
が
、
そ
れ
で

も
な
お

E
U側
か
ら
は
法
の
実
効
性
の
確
保
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
現

夜
の
ト
ル
コ
憲
法
は
一
九
八

O
年
の
軍
事
介
入
後
施
行
さ
れ
た
一
九
八

一
一
年
憲
法
で
、
自
由
が
制
限
さ
れ
た
憲
法
で
あ
り
、
各
法
律
も
そ
れ
に

伴
っ
て
自
由
を
制
制
限
し
た
条
項
を
含
む
も
の
が
多
い
。
コ
ペ
ン
ハ

i
ゲ

ン
・
ク
ラ
イ
ω

ア
リ
ア
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の

二
六

O

改
正
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
改
正
さ

れ
た
法
律
に
基
づ
い
て
国
民
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
や
、
国
内
の

機
関
が
機
能
し
て
い
る
と

E
U
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
制
限
が
あ
っ
た
ク
ル
ド
人
の
権
利
に
お
い
て
は
、
ク
ル
ド
語
教

F

出
J

{
廷
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
後
、
実
際
に
五
つ
の
教
室
が
設
立
さ
れ
た
。{MV 

ト
ル
コ
国
営
放
送
局

(
T
R
T
)
で
の
ク
ル
ド
諾
放
送
も
開
始
さ
れ
た
。

ク
ル
ド
語
放
送
に
関
し
て
は
、
第
三
次
及
、
ぴ
第
六
次
関
連
法
に
含
ま
れ

た
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
の
設
立
及
び
放
送
に
関
す
る
法
」
の
改
正
に

よ
っ
て
、
間
営
・
民
間
放
送
の
両
方
で
ト
ル
コ
語
以
外
の
一
否
認
で
の
放

送
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
ト
ル
コ
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

法
第
5
条
に
「
放
送
は
わ
か
り
や
す
く
、
美
し
い
ト
ル
コ
認
で
行
う
こ

と
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
元
に
放
送
関
係
機
関
が
'
討
、
玉
的
に
ト
ル
コ
語
以

外
で
の
放
送
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。
ト
ル
コ
語
以
外
の
言
一
請
で
の
放
送

を
実
行
に
移
す
目
的
で
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
高
等
評
議
会
(
列
島
々

C
5

吋
丘
町
三
ミ

S

C訟
関
口

2
2
)
が
「
母
諸
に
よ
る
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送

許
可
に
関
す
る
規
則
」
を
施
行
し
、
兵
体
的
な
母
語
に
よ
る
放
送
の
手

順
を
定
め
た
が
、
政
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う

な
経
緯
を
経
て
、
六
月
七
日
に
放
送
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
法

律
の
改
正
後
の
実
行
の
部
分
で
滞
り
が
見
ら
れ
た
が
、
特
に

A
K
P
政

権
に
以
降
後
は
実
行
の
面
で
も
改
革
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い

え
る
。一
方
で
、

レ
イ
ラ
・
ザ
ナ
元
議
員
の
釈
紋
は
、
司
法
の
独
立
が
疑
わ



れ
か
ね
な
い
よ
う
な
決
定
の
下
実
施
さ
れ
た
。
司
法
は
立
法
、
す
な
わ

ち
政
治
か
ら
独
立
す
る
こ
と
が
法
治
国
家
の
原
別
で
あ
る
が
、
司
法
の

中
に
政
治
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
、
民

主
化
、
人
権
状
況
の
改
善
を
進
め
る
過
穏
で
生
じ
た
事
は
興
味
深
い
。

ザ
ナ
元
議
員
ら
の
釈
放
ま
で
の
経
緯
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
閣

内
法
の
改
革
が
速
度
を
上
げ
て
進
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
法
制
度
自
体

が
安
定
せ
ず
、
安
定
し
な
い
ま
ま
に
裁
判
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
状
況
が
生
じ
る
。
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
裁
判
で
は
、
一
一

O
O
一一一年

一
月
の
第
五
次

E
U加
盟
関
違
法
中
の
刑
事
訴
訟
手
続
法
の
改
正
に
よ

っ
て
、
再
審
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
元
議
員
ら
の
勾
向
問
中

に
実
施
さ
れ
た
改
正
で
あ
り
、
逆
に
刑
確
定
後
の
服
役
中
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
早
い
時
期
に
釈
放
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

E
U加
盟
に
向
け
た
改
革
の
過
程
は
、
司
法
の
独
立
だ
け
で
な
く
、

国
内
の
政
策
の
決
定
権
が
侵
食
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い

る
。
毎
年
の
進
捗
状
況
報
告
書
の
発
表
以
降
の
国
内
改
革
は
、
報
告
書

に
指
摘
さ
れ
た
箆
所
を
忠
実
に
改
革
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
改
革
の

方
向
性
が

E
U
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
法
律
の
改
正

案
を
ト
ル
コ
国
会
は
作
成
し
、
可
決
し
て
い
く
。
こ
の
作
業
を
進
め
て

い
る
の
は

A
K
P政
様
で
あ
り
、
関
内
政
党
が

E
U加
盟
実
現
を
選
挙
公

戸出
ν

約
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ト
ル
コ
国
民
の
意
志
で

あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
改
革
に
ト
ル
コ
の
自
主
性
を
見
る

こ
と
は
難
し
い
。
死
刑
の
廃
止
に
関
し
て
も
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て
、
死

刑
制
度
が
必
要
な
の
か
否
か
と
い
う
議
論
以
上
に
、

E
U
が
死
刑
廃
止

を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

E
Uと
い
う

超
国
家
的
組
織
の
一
部
に
な
る
た
め
に
は
、
国
内
の
状
況
と
は
別
に
、

E
U
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
符
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

E
U
は
二

O
O
四
年
五
月
一
日
に
新
規
に
一

0
ヶ
国
の
加
盟
を
受
け

入
れ
、
現
在
二
五
ヶ
闘
の
加
盟
国
で
成
り
立
つ
大
所
帯
と
な
っ
た
。
東

欧
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
加
盟
す
る
こ
と
と
な
っ
た
中
、

E
U
は
地
理
的

に
ど
こ
ま
で
拡
大
で
き
る
の
か
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ト
ル
コ
の
加
盟
が
実
現
す
れ
ば
、
は
じ
め
て
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が
ム
ス

リ
ム
で
あ
る
国
家
が

E
U
に
加
盟
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
ま
で
の
加
盟
に
向
け
た
改
革
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、

E
U
か

ら
の
改
本
の
指
摘
を
忠
実
に
実
行
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
に
は
、

E
U
に
加
盟
を
希
望
す
る
ト
ル
コ
は
、

E
U
の
指

摘
に
絶
対
的
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
構
図
が
存
夜
す
る
。

一
方
で
そ
の
構
図
を
利
用
し
て
自
ら
の
利
益
の
向
上
を
達
成
し
た
の
が
、

ク
ル
ド
団
体
で
あ
る
。
ク
ル
ド
団
体
は
、
国
内
的
に
利
益
間
体
と
し
て

存
在
で
き
な
い
た
め
、

E
U
に
「
陳
情
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

E
U

が
ト
ル
コ
に
対
し
ク
ル
ド
の
利
益
実
現
の
義
務
を
付
す
の
で
あ
る
。
〔
図

1
1
 

も
う
二
白
…
、
本
論
で
見
え
た
こ
と
は
、

E
U
が
ト
ル
コ
に
改
掌
を
婆

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

a

-

4

、、

一
一
」
ノ
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[図 1) 

求
す
る
と
き
は
、
か
な
り
強
硬
に
求

め
る
と
同
時
に
、
ト
ル
コ
の
側
も
自

に
見
え
る
形
で
そ
れ
に
「
答
え
る
」

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

改
革
実
行
の
有
無
は
す
ぐ
さ
ま
次
年

度
の
進
捗
状
況
報
告
書
に
記
載
さ
れ
、

加
盟
交
渉
開
始
の
是
非
に
影
響
を
与

え
る
。
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
釈
放
は
、

法
制
度
的
に
「
正
し
い
」
手
続
き
を

す
る
こ
と
よ
り
も
、
釈
放
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
c

民
主
化
と
法
の
支

配
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
、
コ
ペ
ン

ハ
!
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
か
ら
考

え
ら
れ
る

E
U
の
ト
ル
コ
に
対
す
る

要
求
で
あ
る
が
、
同
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

に
含
ま
れ
る
別
の
条
件
で
あ
る
人
権

の
保
護
に
圧
力
を
か
け
る
あ
ま
り
、

法
の
支
配
が
危
う
く
な
る
と
い
う
こ

と
が
生
じ
た
。

な
お
、
本
論
で
は
キ
ブ
ロ
ス
問
題

を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
c

ト
ル
コ
の

ニムハ

E
U加
盟
に
と
っ
て
、
キ
ブ
ロ
ス
問
題
は
大
き
な
比
重
で
一
合
定
的
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
解
決
な
し
に
は
進
展
も
な
か
っ
た
。

二
O
O
四
年
四
月
に
行
わ
れ
た
キ
プ
ロ
ス
で
の
住
民
投
票
モ
は
、
北
キ

ブ
ロ
ス
は
間
違
仲
介
案
を
受
け
入
れ
、
南
キ
プ
ロ
ス
は
受
け
入
れ
な
い

と
い
う
結
果
が
生
じ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
ト
ル
コ
は
デ
ン
ク
タ
シ

ユ
大
統
領
や
タ
ラ
ッ
ト
首
松
等
の
政
府
要
人
と
頻
繁
に
今
後
の
政
策
に

関
し
協
議
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
介
入
を
行
わ
ず
、
決
定
を

住
民
投
票
に
託
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
一

O
O
四
年
一

O
Rに
発
表
さ
れ

た
進
捗
状
況
報
告
書
で
は
、
ト
ル
コ
は
北
キ
プ
ロ
ス
住
民
に
国
連
仲
介

業
を
受
け
入
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
一
九
じ
四

年
に
北
キ
プ
ロ
ス
の
ト
ル
コ
系
住
民
を
保
護
す
る
と
い
う
名
目
で
北
キ

ブ
ロ
ス
に
侵
攻
し
、
そ
れ
以
降
ト
ル
コ
に
と
っ
て
キ
プ
ロ
ス
は
防
衛
戦

略
上
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
ト
ル
コ
民
族
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
も
重

要
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
の

E
U加
盟
へ
の
過
程
で
の
キ
プ
ロ
ス
問
題
の

取
り
組
み
は
、
そ
れ
だ
け
で
分
析
の
対
象
と
し
て
震
要
な
点
で
は
あ
る

も
の
の
、
今
回
は
国
内
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
た
め
、
扱
わ
な
か
っ
た
。

注(
1

)

F

注
目
三
門
紙
一
九
九
七
年
二
-
H
月
一
五
日
付
。

(
2
」
一
九
六
二
一
年
九
月
一
一

-
Hに
ト
ル
コ
と
欧
州
絞
済
共
肉
体

(
E
E
C
)
の
問

に
結
ば
れ
た
協
定
広
易
問
ω
〉

mmg由
自
己
で
、
ト
ル
コ
の
経
済
発
展
の
促
進

と
、
ト
ル
コ
樹
氏
の
縦
一
用
機
会
の
増
加
と
生
活
水
準
の
肉
ヒ
の
た
め
、
双
方
向



の
通
商
・
経
済
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
(
第
二
条
第
一
項
)
。

同
合
意
書
前
文
に
は
、
「
ト
ル
コ
関
長
の
生
活
水
準
向
上
へ
の
努
力
に
関
し
て
、

E
E
Cと
し
て
そ
れ
を
支
持
す
る
と
同
時
に
、
将
来
的
に
ト
ル
コ
の

E
E
C加

盟
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
」
旨
記
載
が
あ
り
、
ト
ル
コ
の
将
来
的
な
E
E

C
加
躍
に
言
及
し
て
い
る
。

(
3
)

一
九
九
七
年
一
一
一
月
一
一
了
一
三
日
実
施
の
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
欧
州
灘
事
会

の
結
論
文
書
。

(4)

イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
首
相
は
会
議
中
ユ
ル
マ
ズ
首
相
に
霞
話
し
、
関
係
修
復

に
努
力
し
た
。
ま
た
、
結
論
文
書
の
ド
ラ
フ
ト
に
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
欧
州
理

事
会
で
候
補
国
と
な
っ
た
一

0
ヶ
国
と
キ
プ
ロ
ス
に
加
え
、
ト
ル
コ
を
加
え
た

「
候
補
国
一
一
一
カ
国
」
と
記
述
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ギ
リ
シ
ャ
が
反
対
す
る

と
い
、
つ
こ
と
も
生
じ
た
(
出
昨
忌
〕
豆
紙
一
九
九
八
年
六
月
一
七
日
付
)
。

(
5
)

「
E
U
の
加
盟
に
向
け
た
改
革
実
行
の
た
め
の
ト
ル
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
適
応
・
調
整
・
監
督
に
関
す
る
閣
議
決
定
(
番
号
二

O
O
一
/
二

一
一
一
九
)
」
(
一
一

O
O
一
年
三
月
二
四
日
官
報
掲
載

Z
P区
u
u
g
。

(
6
)

岡
町
空
白
ひ

N
F
E
E
-
E込
b
S
U
R
E届
尚
昆
忌
民
{
『
ト
ル
コ
憲
法
』
)
・
〉
畏
'

B
H
4
0
E国
百
三
回
目

E
-
M史
K
3
3
6
M∞

(7)

一
般
的
な
法
律
制
定
及
び
改
正
の
た
め
に
必
要
な
票
数
は
出
席
者
の
遜
半
数

で
あ
り
、
一
度
の
審
議
・
採
決
で
決
定
さ
れ
る
。
一
方
憲
法
改
正
は
審
議
・
採

決
が
二
回
行
わ
れ
、
定
数
の
五
分
の
三
{
コ
コ
一
一

O
議
席
)
以
上
の
賛
成
票
が
必

要
で
あ
る
。
も
し
採
決
で
定
数
の
三
分
の
二
(
三
六
七
議
席
)
以
上
得
ら
れ
れ

ば
、
大
統
領
に
提
出
さ
れ
、
大
統
領
が
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
官
報
で
告
示
、

施
行
と
な
る
が
、
五
分
の
三
以
上
三
分
の
二
未
満
で
あ
れ
ば
、
大
統
領
は
提
出

さ
れ
た
憲
法
改
正
案
を
国
会
に
差
し
一
戻
一
す
か
、
関
民
投
票
に
付
す
権
利
を
持
つ
。

ま
た
、
一
二
分
の
二
以
上
の
賛
成
票
で
あ
っ
て
も
、
大
統
領
は
承
認
も
し
く
は
関

民
投
票
に
付
す
権
利
を
持
つ
。

(8)

一一

o
o
一
年
一
一
月
の
第
七
次
憲
法
改
正
と
二

O
O
二
年
二
一
月
の
第
八
次

憲
法
改
正
は
直
後
的
に
民
主
化
を
目
的
と
し
た
改
正
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
第
七
次
改
正
で
は
国
会
議
員
の
社
会
保
障
を
定
め
た
条
項
の
改
正
で
あ
り
、

第
八
次
改
正
は
エ
ル
ド
ア
ン
現
首
相
の
被
選
挙
権
確
保
の
た
め
の
改
正
だ
か
ら

で
あ
る
。
改
正
前
の
憲
法
で
は
エ
ル
ド
ア
ン
現
首
相
は
一
九
九
七
年
に
演
説
中

に
宗
教
的
な
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
刑
法
第
三
一
一
一
条
に
抵
触
し
、
禁
閏
刑
を

受
け
た
た
め
、
被
選
挙
権
を
剥
奪
さ
れ
た
状
況
に
あ
り
、
単
独
与
党
の
党
首
で

あ
り
な
が
ら
国
会
議
員
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
愈
法
七
六
条
及
び
第
七
人
条
を

改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ル
ド
ア
ン
現
首
相
は
二

O
O三
年
三
月
に
笑
織
さ

れ
た
シ
イ
ル
ト
県
で
の
補
欠
選
挙
に
立
候
補
が
可
能
と
な
り
、
当
選
し
た
。

(9)

国
軍
に
対
す
る
会
計
監
査
は
、
愈
法
一
六
O
条
第
四
項
に
、
「
悶
防
上
の
保

秘
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
条
件
の
下
制
定
さ
れ
る
法
に
従
い
、
ト
ル
コ
間
会
の

名
の
下
に
行
う
」
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
条
項
に
よ
り
、
閣
軍
に
対
す
る
会
計

監
査
は
過
去
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

(刊

)
J
B択
は
、
高
等
教
育
機
調
を
管
理
す
る
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
組
織
の
性

質
上
(
高
等
教
育
の
計
樹
、
整
備
、
指
導
、
管
理
な
ど
を
行
、
つ
い
憲
法
第
一
一
一
一

一
条
)
多
分
に
教
育
政
策
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、
間
軍
の
こ
の
組
織
か
ら
の

代
表
削
除
が
政
治
へ
の
影
響
力
削
減
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

(U)

法
案
は
「
様
々
な
法
律
の
改
正
に
関
す
る
法

(ca忌
E
E
a主
主
)
@
宮
F

戸際

d

へさ巳
M
H

凶
器
匡
船
岡
田
阿
世
田
烈

E
E
)」
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
、
審
議
・
採

決
さ
れ
る
が
、
一
般
的
に
は

B
U適
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
(
〉
回
巴
苫

a
g
r
o民
)
と

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

E
U加
腹
開
違
法
と
訳
す
。

(
ロ
)
第
一
次
E
U加
盟
関
違
法
(
二

O
O
二
年
二
月
施
行
、
法
律
番
号
四
七
四
四
)
。

(
日
)
第
八
次
E
U加
盟
関
違
法
は
経
済
面
で
の
法
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
コ

ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
向
け
た
民
主
化
改
革
一
ク
ル
ド
問
題
を
中
心
に
(
平
井
)

ニムハ



筑
波
法
政
第
一
二
十
九
号
(
二

O
O
五
)

ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
政
治
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
に
あ
わ
せ
た
法
改
正
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
一
部
で
は
こ
れ
を
第
八
次
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
開
会
事

務
局
委
員
会
部
局
(
司
君
忌
玄
。
自
己
出
兵
器

g
択。

5
4
S百
ま
g
E
)
で
は
、

第
八
次
と
し
て
取
り
扱
う
た
め
こ
こ
で
も
そ
れ
に
濁
っ
た
c

(
刊
日
)
ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
人
口
は
ト
ル
コ
政
府
が
ク
ル
ド
系
を
一
つ
の
独
立
し
た

民
抜
と
し
て
認
め
て
い
な
い
た
め
、
問
問
中
永
の
統
計
と
し
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
。
こ
こ
で
は
欧
州
議
会
の
移
削
民
内
.
難
民
.
人
口
委
闘
呉H
会
に
ジ
ヨ
ン
.
コ
ナ
l

(C】。畠町宮岡出凶内台《》

「
ト
ル
コ
に
お
け
る
ク
ル
ド
移
日
氏
以
の
人
権
状
況
」
(
一
二
一

O
O
二年一コ三一士一口月凡一二一ゴ一二.日

提
出
)
を
参
考
に
し
た

(5Eg門=与向号受可叉主九=忘、p伊監切話ω詰め
g局呂凶怯町広目ぞ可
BB-。。邑亡ロ。
2内2N¢h
E
g押z乏ω史H
t垣司。
2円昨ぽ峠ロ認間匂。
2一め足め色抑児h
 

ロ。
2nc匂開巴阿匂)。
2一。。

3
2
-
Z
E
)
。
仮
し
、
こ
の
報
告
書
も
ク
ル
ド
系
人
口
の
統
計
の

山
山
所
を
記
載
し
て
い
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
目
安
の
数
値
と
な
る
。

(
日
)
人
民
労
働
党

(
H
B
P
)
綱
領
、
-
九
九

O
年
、
一
八
i
t
一
九
資
。

{
M
W
)

，
問
綱
領
回
目
・
0

「
一
九
八
二
年
憲
法
は
民
主
化
の
障
壁
で
あ
る
」
項
(
一
九
頁
)
。

「
と
は
い
え
、
今
日
「
ク
ル
ド
人
』
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
こ
と
自
体
が
政

党
の
解
党
理
由
に
な
る
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

(
げ
)
一
九
九
三
年
七
月
一
四
日
憲
法
裁
判
所
判
決
(
一
九
九
一
一
一
年
八
月
一
八
日
官

報
掲
載
Z
0・M同
部
叶

M)
。
玄
5
E
P
欠
。
官
w-
匂恥

H
S《
N
N
M
V
Q
E
F、
足
叫
コ
5
・注文、札命

、
a
S
M
1
2
a
N
Qコ
(
『
政
党
と
ト
ル
コ
に
お
け
る
政
党
活
動
に
関
す
る
禁
止
』
)

k
F
ロ
昨
日

R
E
P
E
E
z
g
iい
CON・
3NOMeM
ニ-

(
刊
川
)
政
党
法
第
九
八
条
。
政
党
の
解
党
裁
判
は
、
民
事
・
刑
事
最
高
裁
判
所
検
察

庁
が
憲
法
裁
判
所
に
公
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
す
る
。

(刊日)穴。fdmr・

3
・
口
十
回
出
M
-

(
初
)
政
党
は
内
務
省
に
必
婆
書
類
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
絡
が
付
与
さ

れ
、
検
察
庁
に
必
要
議
類
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立
を
許
可
さ
れ
る
(
政

二
六
回

党
法
務
八
条
、
同
第
一

O
条)。

(
幻
)
国
会
議
員
選
挙
法
第
一
六
条
。

(
幻
)
ク
ル
ド
系
政
党
は
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。

(
お
)
ト
ル
コ
は
欧
州
評
議
会
加
提
閣
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
を
吟
九
五
閲
年
に

批
准
し
て
い
る
。
当
時
の
条
約
で
は
個
人
の
提
訴
を
認
め
る
か
窃
か
は
条
約
締

結
国
家
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ト
ル
コ
は
一
九
八
七
年
に
個

人
の
申
立
権
を
認
め
た
た
め
、
ト
ル
コ
人
は
人
権
問
題
に
関
し
て
欧
州
人
権
裁

判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
丹
そ
の
後
一
九
九
八
年
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
で

締
結
さ
れ
た
第
♂
一
議
定
舎
に
お
い
て
、
倒
人
の
申
立
権
が
総
定
さ
れ
た
(
明
。
言
問

。。
N
E
ユr・
3
ヨ
属
。
。
日

g
E
p
b寄
夜
、
。
?
自
ロ
同
QFNa
コ∞
ar曲、吉良

2
3
h
N
h
p
S
F
A】
込
号
制
念
。
な
め
S

同
C
F
E
コ
ミ
a
F』
f
S
N
E
Hお
E
N伶言内

q
b
M
1向
、
h
H
N
由一語。剛、。
Z
H
ぬ
ヨ
札
(
「
欧
州
人
権
条
約
と
そ
の
適
用
欧
州
人
権
裁
判

所
と
訴
訟
方
法
』
)
旨
持
同
R

E円r
B
E
S
F
O〈
「
昌
宏
'
)
。

(
削
此
)
出

za吉
伸
紙
二

0
0
四
年
五
月

O
日
付
。
こ
の
時
は
ロ
ス
議
員
が
刑
務
所

で
の
謝
会
に
必
要
な
手
続
き
を
行
わ
ず
突
然
刑
務
所
-
を
訪
問
し
た
た
め
、
胤
会

が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

(
お
)
ブ
ス
ニ
ュ
・
オ
ン
ド
ウ
ル
人
権
協
会
会
長
(
当
時
)
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
二

0
0
閲
年
九
月
二
二
日
)
。
人
権
協
会
は
ト
ル
コ
段
大
の
人
権
問
体
で
、
主
に

ク
ル
ド
系
ト
ル
コ
人
の
人
権
状
況
を
改
普
す
る
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

国
内
に
三
回
の
支
部
を
持
ち
、
そ
の
中
の
‘
一
一
一
支
部
は
特
に
ク
ル
ド
人
が
多
く

謄
位
す
る
と
い
わ
れ
る
ト
ル
コ
荷
東
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ド
ゥ
ル
会

長
は
、
ト
ル
コ
の

E
U加
盟
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
ト
ル
コ

が
E
U加
盟
に
関
す
る
交
渉
開
始
期
日
を
得
る
か
密
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、

我
々
に
よ
っ
て
全
く
援
要
で
は
な
い
む
我
々
に
と
っ
て
重
姿
な
の
は
ト
ル
コ
の



前
に

E
U加
盟
と
い
う
日
擦
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
c
」

(
お
)
ナ
ズ
、
、
:
ギ
ユ
ル
民
主
人
民
党

(
D
E
H
A
P
)
副
党
首
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(二
O
O
四
年
九
月
六
日
)
。
現
在
の

D
E
H
A
P党
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
も
人
権
協
会
か
ら
の
移
動
が
多
く
、
ギ
ユ
ル
副
党
首
自
身
も
一
一

0
0
0
年
ま

で
人
権
協
会
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
二

0
0
凶
年
一
。
月
一
ニ

O
日
の

総
会
で
人
権
協
会
新
会
長
に
任
命
さ
れ
た
ユ
ス
フ
・
ア
ラ
タ
シ
ュ
氏
は
、

D
E

H
A
P
の
顧
問
弁
護
士
で
あ
り
、
ザ
ナ
元
議
員
ら
の
弁
護
人
で
も
あ
る
。

(
幻
)
各
市
長
は
総
選
挙
と
違
い
、
五
年
に
一
度
行
わ
れ
る
地
方
選
挙
で
直
接
選
ば

れ
る
た
め
、
ク
ル
ド
系
人
口
が
多
い
南
東
部
で
は
市
長
職
に
ク
ル
ド
系
政
党
か

ら
立
候
補
す
る
候
補
者
が
当
選
す
る
こ
と
が
あ
る
c

一一

0
0
閲
年
一
一
一
月
に
行
わ

れ
た
地
方
選
挙
で
は
、
南
東
部
九
県
の
う
ち
、
多
く
の
市
長
が

D
E
H
A
P
の

候
補
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
但
し
、
間
選
挙
で
も

D
E
H
A
Pは
S
H
P

と
の
選
挙
協
力
を
行
っ
た
の
で
、
所
属
政
党
は

S
H
P
と
な
り
、

S
H
P
か
ら

の
い
ぷ
候
補
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
パ
イ
デ
ミ
ル
・
デ
イ
ヤ
ル
バ
ク
ル
市
長
も
S

H
P
か
ら
の
立
候
補
で
あ
る
。

(
お
)
ユ
ス
フ
・
ア
ラ
タ
シ
ユ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
二

O
O
四
年
一
一
一
月
一
日
)
。

{
却
)
宮
宮
山
ミ

z
m
p
p
E
S
F
a常
Z
E
3
5
S宣
言
(
『
刑
事
訴
訟

手
紙
法
』
)
〉
ロ

rg・
5
E
S
Eち
巴
里
咽

M
o
g
-
S
N
U
N凶
凶
・

(
日
山
)
』
「
~
正
門
出
唱
司
自
戸
川
凶
叫

'
N
U
∞・

(
お
)
内
務
省
治
安
総
局
テ
ロ
対
策
部
資
料
「
ト
ル
コ
全
十
一
に
お
け
る
テ
ロ
事
件
統

計
(
一
九
八
四
年
.
月
一
日

i
ニ
O
O
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
一
.
日
)
」
Q

(
刊
品
)
戒
厳
令
は
憲
法
第
二
一
二
条
に
規
定
さ
れ
る
。
治
安
状
況
が
、
非
常
事
態
宣

一
言
が
宣
布
さ
れ
る
よ
り
も
廷
に
重
大
で
緊
急
な
状
態
ゃ
、
戦
争
状
態
も
し
く
は

商
戦
が
間
近
な
状
態
に
宣
布
さ
れ
る
。
デ
イ
ヤ
ル
バ
ク
ル
に
一
九
七
八
年
に
宣

布
さ
れ
、
一
九
八

O
年
の
箪
事
ク

i
デ
ヂ
ー
に
よ
り
会
土
に
拡
大
し
た
。
そ
の

後
、
南
東
部
の
戒
厳
令
は
非
常
事
態
宣
言
に
移
行
し
た
。

(
お
〉
シ
ャ
ン
ル
ウ
ル
ブ
ァ
、
ヴ
ア
ン
、
ア
ダ
ナ
、
バ
ト
マ
ン
、
デ
ィ
ヤ
ル
パ
ク
ル
、

ク
ズ
ル
テ
ベ
(
マ
ル
デ
ィ
ン
県
内
)
、
ド

i
ウ
ベ
ヤ
ズ
ッ
ト
(
ア
ー
ル
県
内
て

イ
ス
タ
ン
プ

i
ル
の
合
計
八
ケ
所
に
設
立
さ
れ
た
が
、
会
て
の
教
集
が
二

0
0

五
年
八
月
一

H
ま
で
に
自
主
的
に
閉
鎖
し
た
。
こ
れ
は
、
受
講
者
不
足
か
ら
、

教
議
運
営
の
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
問
問
難
と
な
っ
た
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
る
。

(
富
民
可
え
紙
二

O
O
五
年
八
月
二
日
付
)

(鈍

)
T
R
T
で
の
放
送
は
一
日
三

O
分
、
い
昨
日
異
な
る
少
数
民
族
匂
一
口
組
問
(
月
岡
曜
日
一

ボ
ス
ニ
ア
語
、
火
曜
日
・
ア
ラ
ビ
ア
詩
、
水
曜
日
・
ク
ル
ド
謡
(
ク
ル
マ
ン
ジ
)
、

木
曜
日
一
チ
ェ
ル
ケ
ス
語
、
金
耀
日
一
ク
ル
ド
語
(
ザ
ザ
)
)
で
放
送
が
行
わ

れ
る
。

(
お
)
〉
品
乱
立

g
E
E
Eコヨ
m
g同
-E-
印
。
也
君
回

a
gロ
民
百
戸
国
司
、
め
ミ
凶
1

号
主
河
内

同
な
お
(
公
正
発
展
党
選
挙
公
約
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トルコのEU加盟に向けたナショナル・プログラム (2001年・ 2003年)

ナショナル・プログラム (2001年) ナショナル・プログラム (2003年Y

思怒と表現の自任i [短期目標]憲法、刑法第312条、 関係法律が欧州人権条約、特に第

テロ対策法第7・8条、ラジオ・ 10・17・18条に照らしその精神に

テレビ高等評議会法、出版法の改 適合するか干写機認、嵐氏が日常生

活でトルコ語以外の議議を放送・

学習奇できるように法改正を行う、

ヤンダルマ法、沿岸警備隊法の再 司法関係者のための人権教育を徹

確認、映随!・ビデオ・音楽訟の改 践する

正、新刑法の施行

結社の自由、平和 [綴耳耳目標}経済・社会委員会の 社団・財団の集会やデモに関する

的デモ行為の帆|設立、労働の開認、市民社会を 法律を再確認し、できる限り少な

市民社会 憲法で保障、労働保隊法の施行 い法律にまとめる、改正された法

{中期目標}労働総合に自書する法 体の実効性を確保する

徐の持機認、スト権を銀法で保障、

結干jの自由に関する法律の存確認

拷問への絞り組み {短期日様I警察i去、ジャンダル 拷問の訴えに対し、了君事に取調べ
マ法、沿岸警備隊法の再線認、古j を行う、逮捕・勾留された被疑者

法医療評議会の近代化 の弁護士及び近級者に接見する権

[中期目標}新刑法及び新刑事訴 利の保降、近代的身体検疫のi盗用
訟手続法の施行

裁判前の被疑者の…6現明確認新「
取り緩い 事訴訟手続法の施行、|君家治安

判所法の改正

人権侵害手閥復の機 {中期目標]新刑事訴訟手続法の

会の充実化 施行、テロ及びテロ対策によって

生じる摘容の補償に関するi去の施

行I初期目標1~磨察学校での教育を I|国家公務員に対する人権教育の微関家公務員に対す

る人権教育

法改正、内務省他による人権教育 遂行する

プロジェクトの実施

国家治安裁判所;を [奴期目標}憲法の関迷条項及び法治国家としての基本

合む裁判所の手続 国家治安裁判所j去の再確認、弁護 制度の改革を、司法従

き及び判決

会の将構築、示i法医療評議会の近 成する
代化のための法改正、判事・検事

に対する職業教育の実施

[中期目標}国家公務員裁判法の、

耳主事刑法・主事事裁判所法・箪事衛

等裁判所訟の再確認、非常事態宣

"liti去の再確認、

表 1



ナショナル・プログラム(2001年) ナショナル・プログラム(2003年). 

死刑溌止 i中期目標1死刑廃止

文化的生活と個人 トルコ語以外の言語の日常におけ

の自由 る使用は認められる

全ての国民に経 [中期目標1テロ対策の活動とと
済・社会・文化的 もに、経済及び社会の発展に尽力

権利を向上させる する

ための地域格差の

改善

会ての偶人の恵、 {短期目標]男女平等を保障する 日常生活でのトルコ語以外の言言語

想・身体・信仰の 憲法及び民法改正、 ILO子供労 の学習を可能にする法改正、身体

自由 鋤防止条約の批准 障害者の職業訓練の推進、 ILO
[中期目標} 子供労働防止条約の適用

関連女性差別撤廃条約の批准、欧

iii人権条約第4・7・12・14条の
批准、身体障害者のための職業訓i
練の導入

憲法及びその他の [銀期目標]欧州人権条約を考慮

法律のEUへの適 し憲法の再確認

応 l中期目標1その他の法律の再確
認、

刑務所の状況改善 [短期日様1法務省行政官及び検 欧州議会や欧州拷問防止委員会の
察官の管理に影響力を持たせるよ 進言を取り入れ、刑務所の状況を

うに改革 改革する、刑罰執行に関する法律

を手写機認

国家安全保際会議 {中期日様1組織及び機能の透明 組織及び機能の変更のため関連法
の機能 イヒ 律の改正

非常事態宣言 継続中の非常事態宣言地区におけ

る宣言の解除
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*2003年に締結された「加製パートナーシップ文書Jには2001年に締結された同文書にあ
るような「鐙期目標j、f中期目標jの区別が政治クライテリア部分になかった。そのため、
2003年のナショナル・プログラムにも短期・中期の区別が存在しない。
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2000年報告書 第6次憲法改IE

国会議長選挙は立候補期間終了後5日間に
実施される(第94条)

大統領は承認のため同会より提出された法
律のうち、承認しない条項のみを開会に差
し戻す(第89条)

会議の結論、決定、宣言等:は影響力が強く、 会議の決定を政府は「優先的に考慮するJ
政府の機カを制限している から「評価するJに変吏(第118条)

いl回ら家れ治安議'j!1j所の改革が1999年以降 進め
ていない

(市民・政治的権利分野)
「どのような思想も(国家潔念に対立して
はならないけから「どのような行動もJ
に変更される(前文)、市民の権利と自白

一が制限される条件について具体的な条件を汚職に関する国際条約の批殺がされていな 削除し、 f憲法で定める滋自に基づき、法
し、 律によってのみ制限されるjとする(第13

条)、市上誌の権利と臼自のi監朋が禁止され
る条件について具体的なもの(階級支配、

死刑が廃止されていない、警察官による拷 言語・民族・宗教に基づいた差別を目的と

間の状況には大きな変化がない、被疑者取 した権利の行使)を削除(第14条)、組織

調べ方法が欧州l人権条約に反する、表現・ 的犯罪者の勾留期間が15日から 4日に短縮
結社の自由が市I]R艮きれる (第19条)、私生活への医i家権力の介入を

制線(第20条、第21条)、通信の自由を強
化(第22条)、移動の自由を強化(第23条)、
思想の表明の制限を緩和(第26条)、公正
な裁判を受ける権利の傑I穣(第36条)、戦

クルド議以外の言認でラジオ・テレビの紋 争状態を除き、刑罰から死刑を溌止(第38

送や教育が認められない、女性の地位が男 条)、国家に対・守る偶人の法的手段の行使

性に比べ民法上低い の保i環(第40条)、夫婦問jの平等を保l穣(第
41条)、私用地の図家による買収で、司法
が確定した価格をJlIJ金もしくは前金で支払
うことを国家に義務付ける(第46条)、関
家義務に失業者の保護を明記(第49条)、
最低賃金確保の強化(第55条)、政党の解
党規定の明確化(第69条)、外国人にも務
願権を付与(第74条)、閥会議員被選挙権
が制限される条件をテロ活動の苦手に限定
(第76条)、開会議員の年金規定を保隊(第
86条)、恩赦決定には国会定数の5分の3
の賛成が必要(第87条)、憲法裁判所の解

ローザンヌ条約で確認される宗教的マイノ
党裁判で、解党決定が裁判符の3分の2か

リティー以外存夜を否定されている、クル
ら5分の3の賛成に変更(第149条)

ドに近いとみなされる結社が解放させられ 結社の自府制限の緩和(第33条)、集会及

る びデモに関する制限の緩和(第34条)、労
使組合結社の白山制限の緩和(第51条)

法律で禁止された設訴での出版の禁止を白1]

改善干された点として、人権に関する図際条 直笠28条)
約を批携し始めたことと、政府の人様状況
改善への取り組みが挙げられるが、コベン
ハーゲン政治クライテリアを満たすもので
あはない
一一一



進捗状況報告書の指摘とトルコの圏内法改革 (1998年-2004年)

項目 1998年報告書 1999年報告書

議会 選挙制度に得票率10%の足きり条項 選挙制度に得票率10%の足きり条項
があるため、死票が多くなる傾向に がある
ある

政府 防衛・治安分野において、影響力の
箇で議会より軍部が優位になること

民主主
がある

国家安全 会議の決定には法的拘束力がないも 会識を通じて軍部が影響力を行使し
保障会議 のの、影響力が強く、政治に介入す ている

ること地雷ある

法 法制度 関家治安裁判所で公平な裁判が行わ 国家治安裁判所の軍部代表判事が文
の れない、裁判では被告人の供述が重 民に変えられたのは大きな変化であ
支配 要視されるため捜査が十分に行われ る

ない、検察官の地位が弁護人と比較
して高い、政治の変化に判事・検事
の人事が影響を受ける

汚職 汚職を取り締まる法制度が存在しな 刑法及ぴ公務員法で厳しく規制され
b、 ているものの、「国際取引従事者の

汚職防止条約Jは批准されていない

市民・政 表現の自由を制限する法律(テロ対 刑務所での拷問、その他の場所でも
治的権利 策法、刑法)が存在する、刑務所の 警察官による拷聞が存在する、刑務

状況に改善の必要性がある、女性の 所の状況の改善が認められない、結
地位が低い、結社の自由が制限され 社の自由が制限されている、ロ}ザ
ている ンヌ条約で確認される宗教的マイノ

リティーとその他のマイノリテイ}
の扱いに違いがある

権人と

経済・社 クルド語使用が制限されている、家
会・文化 教義務教育でスンニ派イスラムが教
的権利 育されている

マ
イ
ノ
リ
テ
イ

の

保護

マイノリ クルド人の地位が保証されていない、 クルド語のテレビ放送に制限がある、
ティ}の スンニ派イスラムの宗務従事者は公 非常事態宣言が南東部6県で継続さ
権利及び 務員となるが、アレヴイー派の宗務 れている

保護 従事者には同様の制度がない、非常
事態宣言が南東部6県で継続されて
いる

合E 総
軍部の政治への介入を可能にする制 基本的な民主主義制度はあるものの、
度の改革と、特に南東部の問題の政 コペンハーゲン政治クライテリアを
治的解決が業まれる 満たすものではなく、特に人権とマ

イノリティー保護の点、で欠擦がある

表2
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国Jf;J法改正プi 2002fp報告欝

閥会人権委員会の南東部6県への調資訪問
は評価できる、民法全面改正を含む45法案
のilJ決と 3問のEU加盟関連法の成況は好
価できる

ジャンダルマ法第9条の改正により、地方
政府におけるジャンダルマの権力が制限さ
れたことは評価できる

会議の構成で文民代表が増加されたが、主事
人の影響力に変化はない、軍部は同家予算l仰に関係財団坤らの援助問とし
て使用し、その件~fRはメディアによっての
み明らかになる

欧州人権裁判所の判決に従い、国内で湾審
が行われるようになったこと、公正な裁判
のための法務省研修が実施され始めたこと
や刑事執行判事の設置は評儲できる、 l諸家
治安裁判所は設鐙が継続されるものの様々
な法改正がなされている、裁判の結審まで
の期間が長すぎる、王毘行の 2審翻jから 2濃

| 制lピi活均移針行￥九九るふ，
}正Eによつて表z現見の}自1由が広がつたものの、 ! 
?同法は改正されていないため、刑法を適用
して表現の自由を制限する検察官がいる、
法解釈が定まらず、司法の透明性・独立性

|酬とより内…の…が
政府により探択されたが、汚職は般常的に

i 行われている

し一一一一一一一一一一一上一一一一一一一一一一一

がない
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項目 2001年報告書 閣内法改正常1

議会 34条分の憲法=改正は詳悩できる

政府 ナショナル副プログラムを作成した 明行政法改正反ぴジヤ Jグルマ法;
ことは詳舗できる 改正:ジャンダルマ河令官が有して

いた総長を代行する機利を廃止

4 

E司家安全 完霊法第118条の改正によって文民代
保障会議 表が5から 9に増加され、会議の決

定を政府は「優先的に考慮するjか
ら「評価する」に変更されたものの、
広範関の問題に関して勧告を出し、

1民::l::: 
影響力を行使している

義と
法制度 刑事執行判事、知的財産専門官、 i向 ①国家治安裁判所法改正:国家治安

法 費者保護専門官の設慢は評価できる 裁判所符絡の犯罪で取調べを受げる
。〉

が、児童裁判所の機能(設霞数が少 被疑宥の取調べ期間延長を制限CE別
自支己 ない、公判に時間jがかかる)におい 事訴訟手続法・民事訴訟手続法改

て問題がある、刑法及び刑事訴訟手 正:紡審した刑事・民事裁判の判決
続法の改正案が準備中であるものの、
現行法では裁判過程での人機侵害が づいて判決後1年以内に、民事・ jflJ
防げない、欧州人権裁判所の判決が 事最高裁判所に再審の請求ができる
国内の裁判に影響を及ぼせない、司

法の独立が実行きれていない

j寺職
いないこと、仮?制甘に行われている

ことにある
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国内法改正.， 2002年報告書

解党もしくは政党助成金交付停止のための 平時の死刑は廃止されたが、テロ対策法を
裁判を開ける①刑法・財の違法売買防止と 根拠に死刑判決が下されている、欧州拷問
監視に関する法・森林法改正:死刑の首及 防止委員会の報告書では被疑者が直ちに弁
の削除、刑法改正:トルコ国家、議会等に 穫士に接見できず自白が重視されている、
対する思想表明は批判目的であれば罪にな 独居房 (Fタイプ)が人権侵害にあたる、
らない、人身売買・臓器売貿の刑罰強化、 刑法及ぴテロ対策法の改正が行われたが、
警察の職務及び権限に関する法改正:警察 他の法を根拠に表現の自由を制限している、

出版法の条文改正が行われたが、まだ出版
れる、ピデオ及び音楽カセットの販売につ の自由の制限がある、ラジオ・テレピ高等
いて事前検閲の義務を削除 評議会の検閲により放送の自由が制限され

る、憲法及び社団法が改正されたが、民法
によって結社の自由が制限される、政党法
が改正されたが、解党裁判は継続される

社聞に対する監督の緩和、公務員の結社の 憲法第41条の改正及ぴ民法改正によって、
男女の平等が保障されたことは評価できる、

生の結社の自由保障、島幸鴎法改正:マイノ 民法改正によって子供の権利に改善が見ら
リティ団体の不動産所有を保障、集会及ぴ れるものの不十分、労働組合は企業レベル
デモに関する法改正:規制緩和及び外国人 で10%以上の組合員がいないと交渉権が与
の集会・デモ権利を保障、ラジオ・テレピ えられない、公務員労組はスト権がない、
法改正:トルコ語以外の言語での放送が可 憲法26条の改正及ぴ外国語教育法の改正に
能、民間放送の管理創立ラジオ・テレピ高等 よってトルコ語以外の言語での表現と言語
評議会が行う、出版法改正:出版に関する 学習の可能性が生まれたが、公立教育機関
違法行為の刑筒軽減(禁固刑廃止)、外国 ではトルコ語以外の教育は認められない、
語教育法改正:クルド語教室設置が可能 ラジオ・テレピ高等評議会が放送内容によ

って放送を停止させることがある

欧州少数民族保護基本法を批准していない、
南東部の状況は改善が見られ、 2県で非常
事態宣言が解除されたが、まだ2県で継続
されている、南東部再移住吉f薗は結果を出
していない、村落防衛隊が再移住吉十蘭の障
害となっている

(省略)

一一七二



①刑法改正:侮辱擦の背Ij期短縮、百~ i 
動書官の対象の限定、テロ対策法:反!
問家的プロパカ守ンダ行為の刑罰を軽|

減、刑事訴訟手続法改正:勾留期間!
の延長の近親者への通知が義務付け l
られる、被疑者の勾惚2理由も近親者 i
へ通知される②公務員法改正:拷問、i
侮辱的な態度などで欧州人様裁判所 i
の判決の給果国家が罰金を支払わな[

ければならない場合、犯罪を行った!
公務員側人が支払う、政党法改_lE:1 
解党命令の理由となる行為を行った j
政党に対し、解党裁判の代わりに政|

党助成金の千品又は全部の交付停止|

が適用される、最高検察庁よりの政|
党絵替のための資料請求を拒否した 1
政党に対し、 i 

国内法改正中1

cg:社関法改正:社関設立禁止要件の
変更、集会及びデモに関するi会改
正.集会実行組織構成員の年齢制限

を21歳から18歳へ変更、県知事及び
郡長による集会の禁止もしくは延期
命令の根拠が変更、職業団体の団体
設立目的以外の目的のための集会実
施を許可、出版法改正:p習家反逆的
な内容のI:H版を行った出版社に対す

る出版差し止め期間の短縮、差し止
めを無視し出版を続けた場合の禁間
期l短縮、罰金月Ijの削除Q:社日1法改
正:国|村凶体の図外組織化及ぴ悶外
国体のトルコでの組織化許i可、

境問 2001年報告書

市民・政[憲法改正によって死刑廃止が制限つ

治的権利|き(テロ犯罪者と戦時を除く)で認
|められたが、欧州人権条約は死刑廃

止に条件を認めていない、憲法第19
条の改正によって勾留期間が短縮さ
れたのは評価に値するが、特にl南東
部での警察官による拷問がまだ行わ

れている、刑法第159条、第312条や
テロ対策法第 7条、第8条が裁判で
検察官によって表現の自白を制限す

る目的で適用されている、憲法第28
条の改正によって出版の自由が広が
ったが、実効が期待される、憲法第

33条の改正によって結社の自由が広
がった、非ムスリムの権利が制限さ

れる、アレヴィ -il~に対する政策も
変化がない

公務員労働組合法施行によって公務
員の労組が設立可能になったが、交
渉権がない、 トルコ語以外の言語に

関して放送と教育の自由が制限され

る、憲法第41条の改正によって夫婦
問における男女の平等地清志められた

が、「名誉殺人Jに関してはいまだ
に行われている
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欧州少数民族保護基本法を批准して
いない、クルド系政党(HADEP)
の活動が警察のコントロールを受け
ている、非常事態宣言が南東部4W~
で継続されている

マイノリ
ティーの

権利及び
保護

人権状況の改善、基本的自由の保降、
死刑の制限という観点から、憲法改
正を行ったことは評価できる牟方で、

法の実効の面での改善が必要であり、
コベンハーゲン政治クライテリアを

i満たしているとは言えない

総
合
評
価
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国内法改正叫 2003年報告書

2003'1'-11月の閤政選挙は公正に行われた事
は評倣できる

実施された法改正を実行に移す閣で厳しい
条件を行政府が付すことがある

NSCの決定が政府に対する健案となるN
SC訟が改正された、峡繭・テレピ・音楽
高等評議会から参謀本部の代表が削除され
たが、ラジオ・テレピ高等評議会や高等教
育好議会には代表が存寂する、事務局長の
権力が制限きれ、民間人からの登用が可能
になった、軍部の会計に会計検査院の監査
が入れるようになったが、憲法第160条に
制限がある

民事訴訟手続法・刑事訴訟手続法の改正に
より、欧州人様裁判所での裁判結果により
国内で再審が求められるようになったこと
は評価できるが、 3審制jへの移行は未だな
されず、最高裁が高裁の機能を巣たしてい
る、司法の独立性は憲法で保隙されるもの
の、実際には行政府(法務省)との癒走者が
見られる、検察官は裁判の際、第一次的技
査機関から公正な証拠を提出されていない

議会を始め様々な機関に汚職調査委員会を
設慢し、元大陸や闘会議員を調査しようと
努力しているが、なかなか機能していない



項目 国内法改正叫

議会

政府

国家安全 ⑥映画・ピデオ・音楽製品法改正: 下、大統領の承認によって決定され

保障会議 製品監査実総機関からNSC事務局
(N S C) を削除⑦会計検査院法改正:閥会の 会議の決定は勧告的を持つものとし

聖書求に応じ、軍部を含む国家機関の て明記、月毎から 2ヶ月に l閥会議
監査を行う、中央官庁の人事に関す を開催、私的・公約機関からの会議

義民主
る法改正 :NSC事務局長の任命が への文書提出義務を廃止
関議決定の対象外となる、国家安全
保障害会議及び事務局法改正事務局

長は首相の推薦の

法
の

配支
法制度 ⑤民事訴訟手続法・刑事訴訟手続法

改正:欧州人権裁判所の判決に基づ

いた閣内での再審は、人権裁の結審
後1年以内に行われる@行政訴訟手
続法改正:欧州人権裁判所の判決に
基づいた関内での再審は、人権裁の
結審後1年以内に行われる⑦軍事裁
判所設立及び訴訟手続法改正:箪事

主主判書管轄権の縮小

汚職
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悶内法改正叫 2003年報告書

死刑が廃止されたこと、公務員の待問に関
動とその違反罰刻の緩和、ガリポリ半島燈 するi法律を改正したことは評価できるが、
史国立公閣法改正:死刑を終身重禁国別に 実際に拷問をした公務員が罰せられること
変更、テロ対策法改正.反同家的プロパガ は少ない、刑務所の状況も改善されてきた
ンダ禁止を削除⑦刑法改正:テロ支援の内 が、受刑者が弁護士や近親者と接見しにく
容を限定、刑事訴訟手続法改正直公務員の い、表現の自由は法改正により(刑法第159・
拷問及び虐待に関する捜査・取締ベを優先 169条)制限が解除されつつあるが、改正
事項として速やかに行う、テロ対策法改 されていない条項(刑法第312条、テロ対
lE:刑罰対象のプロパガンダを武力闘争や 策法第7条)を用いて制限しようとする、
テロ行為を誘発するものに限定 国家の検問による出版社や編集者に対する

出版の自由の制限が存在する、 トルコ語以
外の戸言語の放送は法的にl可能なのに行われ
ない、結社の自由にも制限がある

5年から 1iFに短縮、支部設立に関する市Ij 男女の平等に関して刑法改iEにより名誉殺
阪の解除、集会及びテ、モに関する法改正: 人の減刑が削除された、女性に対する暴力

はトルコ全体で頻繁にある、労働法改正で
閑語教育法改正:クルド誘教築設置が可能、 麗用の努女差別が禁止されたが、機能して
財団総局の組織と任務に関する法改正 問 いない、民法改正で婚姻時の財が夫婦平等
内財閏が外閣の財聞と協力関係を結ぶこと に所有されることになったが、守られてい
が可能、民法改正:干土問からの退問手続き ない、子供の労働が広まっている、 i調営・
を簡素化 民間放送でのクルド語放送及びクルド務教

家設資が認められたが、それらの実施がな

選挙制度に得築家10%の足きり条項が存在 l
するため、クルド系政党が議席を獲得でき
なかった、ローザンヌ条約以外の宗教マイ
ノリティーに学校設立の権利がない、潮来
部(デイヤルパクル・シュルナック)の非
常事態宣設が解除されたことは評価できる
が、 Il'i移住吉1・闘はあまり進んでいない

法改正は大幅に進められたが、実効の面で
は問題がある、実効性;の確保によってi牧州l基準附ように同ことが期間る



項目 国内法改正叫

市民・政 ④刑法改正:公務員の拷問の刑簡が

治的権利
ならないように変更、刑事訴訟手続
法改正:最高裁検察庁からの通知書
が被告人にも通達される、政党法・
国会議員選挙法改正:政党設立及び
選挙参加禁止の条件の緩和、政党法
改正:政党への献金限度額に加えメ
デイアを使用させることの禁止を設
ける、解党裁判で解党命令を下す場
合、判事11名の過半数から 5分の3
で可決へ変更、解党裁判関廷は検察

権人と

の公訴、内関の決定とそれに基づく
法務格の議求、他の政党の請求によ
る、検察の政党監督のための資料請

マ 求を拒否する場合、憲法裁判所に提
イ 訴できる
ノ
1) 経済・社 ④財団法改正:財団登録なしでもコ ⑥ラジオ・テレビ法改正:国営・民
ア 会・文化 ミュニテイが不動産を保有できる、 営を問わず、 トルコ語以外の言語で
イ
的権利 出版法改正:出版物の情報源を開示 の放送を可能とする、地方放送視聴

する義務を廃止、印税法改正:欧州 のために現在存在するケーブルを使の

保護
人権裁判所の判決に従った罰金刑の 用できる⑦児童裁判所設立、任務及
支払い関係の書類の印税免除、社団 ぴ訴訟手続法改正:少年犯葬者の上

法改正:外国の社団がトルコ園内に 社団法改正:結社の条件の緩和、法
支部を設置できる、また閣内の杜団 人格の社団設立が可能、解散判決を
が外国の社団と協カ関係を築くこと 受けた社聞の執行部員に対する再度
ができる 社団設立禁止期間が

マイノリ ③建築法改正..地域的必要に伴って
ティーの 建築できる宗教施設の名称が「モス
権利及ぴ クJから「礼拝所Jに変更、戸籍法
保護 改正:クルド誇の名前が認められる

価総ぷ評口為
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2004年報告書

与党と野党の聞にはEU加駿に関して合意があり、それに基づいて憲法改正も両党合意で
行われた

大統領が国会へ差し戻した地方行政改革関連法が施行されれば、行政制度の近代化が進め
られるだろう

文民が軍部をコントロールするようになってきている、会計検査院の監査の可能、事務局
長に文民が愛用されることになったのは評価できるが、依然として軍部は非公式なルート
によって影響力を行使しようとしている

国家治安裁判所の廃止及び新刑法の採択は評価できるが、高等裁判所の設置に関する法律
が採択されたものの、関連する法律(刑事訴訟手続法、7flJ罰執行法)の改正法案が採択さ
れていないので、未だ設置に至っていない、司法瞥察職員の業務管理が検察によって十分
に行われていない、最高裁判所の判決は人権状況の改善に向けた法律改正の実効性の確保
に賞献している

公務員の倫理規定に関する委員会設置法が採択されたものの、民間、公共機関のほとんど
全ての分野で汚職が深刻な問題となっている

憲法改正により人権に関する関際条約が国内法に優先することになったことは評価でき、
クjレド誇の使用、拷問、表現の自由に関する裁判では、法律改正の実効性が確保されつつ
ある、憲法及び出版法の改正により、表現の自由も強化された、しかし現在も報道関係者
の発脅に対する裁判が継続しているという側面もある、結社の自由を促進させる新社団法
は、国会で採決されたものの、大統領が拒谷権を行使し、国会へ差し戻された、信仰の自
自は憲法で保障され、礼拝の自由もおおむね制限がなくなっているものの、ムスリム以外
のコミュニティーは法人格、財産権、聖職者の訓練、学校の迷営で制約を受けている、ア
レヴィーはイスラム教のマイノリティーとして認められていない

男女の平等が憲法及び民法の改正で強化され、刑法改正により名誉殺人に終身刑が適用さ
れたことは評価できるが、名誉殺人はしばしば行われ、児童労働も深刻な問題となってい
る

クルド語教室の設置、 トルコ語以外の言穏での放送の開始は評価できるものの、 トルコ語
以外の霞請での教育、表現の自由は限定的である、南東部の再移住吉十爾は村務防衛隊の存
1;夜によりなかなか進んでいない

加盟パートナ}シップ文書締結後、憲法及び閣内法改正によって改革は進められたが、軍
部の政治への影響、宗教的マイノリティーの問題、女性の地位等ではまだ改善すべき点が
見られる

二
七
人



項目 第9次窓法改正 一一寸一 国内法改Ht叫

(議会

政府

民 L玉l家安全 高等教育評議会から参謀本郊の代表⑥青少年を不健全な欝類等から保護
主保障会議 を削除する(第131条)、関軍への会するための法・高等教育法・通信

義主と| 計検資院の'iiif望去を可能にする(第160 法・ラジオ a テレビ法改正:青少年
| 条) I i去に設援が規定される規制委員会、

高等教育評議会、通信高等評議会、
法 ラジオ・テレピi高等評議会から参謀
の 本部の代表を削除

出 時制裁判所同止する〈制
条)

戸五

市民・政 死刑の廃止に伴い、死刑に関する設⑤刑法改正.死刑に関する言及を削
治的機手Ij 及を削除する(第15条第2攻、第17 除、死刑を終身監禁i溜矧jに変更、刑

条第4項、第38条第 9;項、第87条)、事訴訟手続法・刑罰執行法・森林
人k仇 いかなる場合においても出版所や出法・児叢裁判所の設立・職務・訴訟
T 版施設の蒸しtl~ さえ、業務停止は行 に関する法・段高裁判所法・テロ対
マ えないように改正(第30条)、基本策法等改正:死刑に関する言及を削
ィ 的人権に関する図際条約が隠内法よ除、変更…吋|1 済・社 男女の平等を記載(第10条第 1項:
ィ ・文化
1 権利
の
保マイノリ
議テイ}の

権利及ぴ

保護
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